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戦
後
日
本
の
社
会
科
学
と
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー

―
 

一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
に
お
け
る
日
米
反
共
リ
ベ
ラ
ル
の
交
流
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財

団―

辛　

島　

理　

人

本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
の
反
共
リ
ベ
ラ
ル
知
識
人
と
民
間
財
団
に
よ
る
、
一
九

五
〇
・
六
〇
年
代
の
日
本
の
社
会
科
学
へ
の
介
入
と
そ
の
反
応
・
成
果
を
軸
と

し
て
、
戦
後
に
お
け
る
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
文
化
交
流
を
議
論
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
社
会
科
学
者
・
板
垣
與
一
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
支
援
を

受
け
て
行
っ
た
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
訪
問
（
一
九
五
七―
五
八
）

に
焦
点
を
あ
て
る
。
ア
メ
リ
カ
側
が
、
日
本
の
大
学
や
論
壇
と
い
っ
た
文
化
政

治
、
あ
る
い
は
経
済
学
と
い
っ
た
社
会
科
学
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
そ
し
て

再
編
し
よ
う
と
し
た
か
？　

ア
メ
リ
カ
民
間
財
団
が
政
府
と
協
働
し
な
が
ら
支

援
し
て
い
た
近
代
化
論
や
地
域
研
究
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
側
の
方
針
に
基
づ
い

て
助
成
を
受
け
た
板
垣
が
、
他
の
親
米
的
な
反
共
リ
ベ
ラ
ル
に
ど
の
よ
う
な
反

応
を
し
た
か
？　

ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
や
リ
ベ
ラ
ル
の
意
図
は
貫

徹
さ
れ
た
の
か
？　

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
史
料
館
に
保
管
さ
れ
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
財
団
の
文
書
や
板
垣
與
一
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
利
用
し
な
が
ら
、
そ
れ

ら
の
問
い
を
検
証
し
た
い
。

戦
後
初
期
の
日
米
関
係
に
つ
い
て
は
、
占
領
期
の
G 

H 

Q
に
焦
点
を
あ
て
、

五
百
旗
頭
真
、
竹
前
栄
治
、
五
十
嵐
武
ら
が
先
駆
的
研
究
を
行
っ
て
き
た）

1
（

。
ま

た
近
年
で
は
下
斗
米
伸
夫
が
ソ
ビ
エ
ト
資
料
を
用
い
な
が
ら
、
日
本
帝
国
の
崩

壊
と
連
合
軍
に
よ
る
日
本
占
領
を
冷
戦
の
契
機
と
と
ら
え
る
、
新
し
い
見
方
を

提
示
し
て
い
る）

2
（

。
ま
た
文
化
史
に
関
し
て
は
、
江
藤
淳
や
山
本
武
利
ら
が

G 
H 

Q
の
検
閲
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
を
利
用
し
て
研
究
を

行
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
続
い
て
教
育
や
映
画
と
い
っ
た
領
域
も
開
拓
さ
れ
つ
つ

あ
る）

3
（

。
連
合
軍
の
占
領
終
了
後
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
文
化
政
策
に
お
い
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
（
民
間
財
団
）
で
あ
る
が
、
そ

の
分
析
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い）

4
（

。
最
も
体
系
的
か
つ
先
駆
的
に
そ
の
研
究
を
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進
め
た
の
は
松
田
武
で
あ
る）

5
（

。
松
田
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
史
料
を
用
い

な
が
ら
ア
メ
リ
カ
民
間
財
団
に
よ
る
日
本
の
「
知
識
人
へ
の
文
化
攻
勢
」、
具

体
的
に
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
対
日
活
動
と
そ
れ
に
対
す
る
日
本
の
親
米
リ
ベ

ラ
ル
の
応
答
、
日
本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
研
究
の
制
度
化
を
検
証
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
「
文
化
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
」
に
日
本
が
「
半
永
久
的
に
依
存
」
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
松
田
の
視
点
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ

カ
側
の
意
図
が
必
ず
し
も
貫
徹
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

本
稿
で
は
、
板
垣
與
一
の
経
歴
を
簡
単
に
紹
介
し
た
後
、「
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
財
団
の
対
日
文
化
活
動
と
そ
の
性
格
」
で
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
来
歴

と
特
質
に
つ
い
て
説
明
し
、
さ
ら
に
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
が
率
い

る
同
財
団
が
い
か
な
る
資
源
と
意
図
を
持
っ
て
戦
後
日
本
社
会
に
介
入
し
よ
う

と
し
た
か
を
論
じ
る
。「
ア
メ
リ
カ
反
共
リ
ベ
ラ
ル
に
と
っ
て
の
板
垣
與
一
」

で
は
、
近
代
経
済
学
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
か
ら
特
に

支
援
を
受
け
た
機
関
で
あ
っ
た
一
橋
大
学
に
お
い
て
、
同
財
団
か
ら
好
ま
し
い

経
済
学
者
と
さ
れ
な
か
っ
た
板
垣
が
、
反
共
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
評
価
さ

れ
、
ア
メ
リ
カ
側
の
支
援
を
受
け
る
過
程
を
検
証
す
る
。「
板
垣
に
と
っ
て
の

ア
メ
リ
カ
滞
在
」
で
は
、
板
垣
が
ア
メ
リ
カ
で
経
済
発
展
に
注
目
す
る
近
代
化

論
者
よ
り
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
注
意
を
払
う
東
南
ア
ジ
ア
研
究
者
と
充
実
し

た
交
流
を
行
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。「
戦
後
日
本
に
お
け
る
近
代
化
論
の
導
入
」

で
は
、
ア
メ
リ
カ
反
共
リ
ベ
ラ
ル
の
期
待
を
受
け
た
板
垣
が
、
帰
国
後
に
近
代

化
論
の
紹
介
者
に
な
り
つ
つ
も
、
必
ず
し
も
近
代
化
論
を
完
全
に
受
け
入
れ
た

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
議
論
す
る
。
最
後
に
「
日
米
反
共
リ
ベ
ラ
ル
と
論
壇
」

で
、
一
九
五
〇
年
代
末
・
六
〇
年
代
初
頭
の
日
本
の
文
化
政
治
に
お
い
て
、
ア

メ
リ
カ
の
反
共
リ
ベ
ラ
ル
を
補
完
す
る
活
動
が
様
々
な
媒
体
で
試
み
ら
れ
る
も

の
の
、
そ
れ
ら
が
成
就
し
な
か
っ
た
こ
と
を
提
示
す
る
。

戦
時
期
の
主
題
は
「
政
治
経
済
学
」、
担
当
講
座
は
「
植
民
政
策
」、
そ
し
て

戦
後
の
専
攻
は
「
世
界
政
治
経
済
論
」
な
い
し
「
国
際
関
係
論
」、
さ
ら
に
戦

後
ア
ジ
ア
研
究
の
立
役
者
。
こ
の
よ
う
な
経
歴
を
持
つ
板
垣
與
一
（
一
九
〇
八

―

二
〇
〇
三
）
は
、
一
九
二
九
年
に
東
京
商
科
大
学
に
入
学
し
て
福
田
徳
三
に

入
門
を
許
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
福
田
の
急
逝
（
一
九
三
〇
年
）
に
よ
り
中

山
伊
知
郎
を
指
導
教
官
と
し
て
経
済
学
方
法
論
を
学
び
、
四
〇
年
か
ら
七
二
年

ま
で
母
校
に
勤
務
し
た
。
経
済
学
を
専
攻
す
る
一
方
で
、
学
生
時
代
よ
り
政
治

学
者
の
蝋
山
政
道
に
私
淑
し
、
経
済
学
（
者
）
の
政
策
参
加
を
生
涯
の
テ
ー
マ

と
し
た
。
自
身
も
戦
時
期
・
戦
後
に
か
け
て
政
策
立
案
や
社
会
活
動
に
関
わ
っ

て
い
る
。
戦
時
中
は
海
軍
省
調
査
課
の
ブ
レ
ー
ン
ト
ラ
ス
ト
（
綜
合
研
究
会
）

に
「
蘭
印
問
題
」
や
植
民
政
策
の
専
門
家
と
し
て
参
加
し
、
矢
部
貞
治
ら
と
中

心
的
な
役
割
を
果
た
す）

6
（

。
海
軍
省
の
協
力
者
と
な
る
前
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
で

巡
検
旅
行
を
行
い
、
植
民
地
社
会
経
済
の
二
重
性
・
複
合
性
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
台
頭
を
体
感
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
四
二
年
に
は
陸
軍
に
徴
用
さ
れ
、

南
方
調
査
団
の
一
員
と
し
て
マ
ラ
ヤ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
調
査
を
指
揮
す
る

一
方
、
敗
戦
直
前
に
は
現
地
の
民
族
主
義
指
導
者
と
軍
政
と
の
調
整
役
を
務
め

て
い
る
。
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一
九
四
六
年
七
月
に
従
軍
解
除
と
な
っ
て
マ
レ
ー
半
島
よ
り
帰
国
し
た
板
垣

は
、
東
京
商
科
大
学
（
一
橋
大
学
）
に
復
帰
し
研
究
教
育
活
動
を
再
開
し
た
。

一
九
四
六
年
、
河
合
栄
治
郎
の
門
下
生
や
蝋
山
ら
が
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
を
模

範
と
し
た
「
社
会
主
義
」
を
標
榜
す
る
社
会
思
想
研
究
会
を
設
立
す
る
と
、
板

垣
も
そ
れ
に
参
加
し
た
。
民
主
社
会
主
義
の
源
流
と
な
る
集
団
の
一
員
と
し
て

板
垣
は
戦
後
の
政
治
文
化
活
動
を
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
板
垣
は
、
イ
ギ
リ
ス

式
の
社
会
民
主
主
義
に
関
心
を
向
け
つ
つ
、
戦
後
も
日
本
・
ア
ジ
ア
関
係
に
取

り
組
ん
だ
。
戦
時
期
に
知
り
合
っ
た
経
済
学
者
ら
と
ア
ジ
ア
政
経
学
会
、
ア
ジ

ア
問
題
調
査
会
、
ア
ジ
ア
協
会
と
い
っ
た
団
体
の
設
立
・
運
営
に
関
与
し
て
い

る
。
そ
こ
で
培
っ
た
岸
信
介
や
藤
山
愛
一
郎
と
い
っ
た
政
財
官
の
有
力
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
一
九
五
八
年
の
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
誕
生
の
原
動
力
と

な
っ
た）

7
（

。一　

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
対
日
文
化
活
動
と
そ
の
性
格

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団

明
治
維
新
以
降
、
近
代
化
と
経
済
発
展
を
遂
げ
た
日
本
で
あ
る
が
、
第
二
次

世
界
大
戦
の
敗
北
は
そ
の
日
本
に
経
済
的
な
混
乱
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
四
〇

年
代
と
五
〇
年
代
は
、
日
本
政
府
に
と
っ
て
研
究
者
を
海
外
に
出
す
こ
と
は
難

し
い
時
代
で
あ
り
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団

と
い
っ
た
外
国
の
資
金
が
、
日
本
の
研
究
者
に
と
っ
て
大
き
な
支
援
者
と
な
っ

た
。
実
際
、
板
垣
與
一
が
海
外
渡
航
を
す
る
際
に
支
援
を
し
た
の
は
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
財
団
で
あ
っ
た
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
は
、
石
油
事
業
な
ど
で
財
を
な
し
た
ジ
ョ
ン
・
D
・

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー（
シ
ニ
ア
）が
一
九
一
三
年
に
設
立
し
た
慈
善
団
体
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
そ
れ
以
前
に
も
シ
カ
ゴ
大
学
の
設
置
（
一
八
九
〇
年
）
や

医
学
研
究
所
（
一
九
〇
一
年
・
現
在
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
大
学
）
の
設
立
に
経
済

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
は
フ
ォ
ー
ド
財
団
や
カ
ー
ネ

ギ
ー
教
育
振
興
財
団
ら
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
を
主
導
し

て
き
た）

8
（

。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
家
の
慈
善
事
業
は
、
ジ
ョ
ン
の
息
子
や
孫
に
引
き

継
が
れ
、
一
族
は
二
〇
世
紀
前
半
に
太
平
洋
問
題
調
査
会
、
ア
ジ
ア
協
会
、

ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
や
ア

メ
リ
カ
副
大
統
領（
フ
ォ
ー
ド
政
権
）を
歴
任
し
た
ネ
ル
ソ
ン
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

は
ジ
ョ
ン
の
孫
に
あ
た
る
。

「
世
界
各
地
で
人
類
の
福
利
を
向
上
さ
せ
る
」
と
い
う
使
命
を
掲
げ
た
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
は
、
公
衆
衛
生
や
医
学
教
育
へ
の
支
援
を
、
設
立
当
初
の
活

動
範
囲
の
中
心
に
お
い
て
い
た
。
一
方
、
ジ
ョ
ン
・
D
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は

一
九
一
八
年
に
妻
を
記
念
し
た
ロ
ー
ラ
・
ス
ペ
ル
マ
ン
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
基

金
を
設
置
し
、
そ
の
基
金
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
科
学
を

支
援
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
二
八
年
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
一
族
の
慈
善
事

業
に
関
連
す
る
組
織
の
統
合
が
行
わ
れ
、
ロ
ー
ラ
記
念
基
金
な
ど
が
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
る）

9
（

。
そ
れ
に
よ
り
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
財
団
は
一
九
二
八
年
に
社
会
科
学
部
門
、
二
九
年
に
人
文
学
部
門
を
設
置
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し
、
人
文
社
会
科
学
を
世
界
各
地
で
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
の
過
程
で
、

国
際
関
係
学
や
公
共
政
策
管
理
と
並
ん
で
経
済
学
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の

重
点
支
援
分
野
と
な
っ
た）

10
（

。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
日
本

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
日
本
へ
の
文
化
的
関
与
は
戦
間
期
か
ら
す
で
に
み
ら
れ

る
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
一
族
が
創
設
し
た
医
学
研
究
所
で
、
野
口
英
世
が
黄
熱

病
の
研
究
を
行
っ
た
こ
と
は
代
表
的
な
事
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
日
本
の
政
治

家
、実
業
家
、知
識
人
が
参
加
し
た
太
平
洋
問
題
調
査
会
や
国
際
連
盟
も
、ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
が
財
政
支
援
を
行
っ
た
機
関
で
あ
っ
た
。
一
九
二
三
年
に
発
生
し

た
関
東
大
震
災
で
東
京
帝
国
大
学
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
時
、
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
財
団
は
国
際
機
関
と
連
携
し
、
大
学
図
書
館
を
再
建
す
る
た
め
に
四

〇
〇
万
円
の
寄
付
を
行
っ
て
い
る
。
戦
後
に
な
っ
て
日
米
関
係
の
再
構
築
に
寄

与
す
る
ジ
ョ
ン
・
D
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
（John D

. Rockefeller

）
三
世
が
、

大
学
卒
業
の
記
念
旅
行
を
し
た
際
に
初
め
て
日
本
を
訪
れ
た
の
も
戦
間
期
の
一

九
二
九
年
で
あ
っ
た
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
一
族
や
そ
の
財
団
は
ア
メ
リ
カ
政
府
、
特
に
国
務
省
と
強

い
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
た
。
日
本
と
連
合
軍
の
講
和
に
奔
走
し
た
ジ
ョ
ン
・

フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス
は
、
一
九
三
五
年
か
ら
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
理
事

で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
に
は
理
事
会
の
議
長
に
就
任
し
て
い
た
。
そ
の
後
ダ
レ

ス
は
、
一
九
五
三
年
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
に
よ
っ
て
国
務
長
官
に
指
名

さ
れ
、
同
財
団
を
離
れ
て
い
る
。
ま
た
、
極
東
担
当
の
国
務
次
官
で
あ
っ
た

デ
ィ
ー
ン
・
ラ
ス
ク
は
、
一
九
五
二
年
に
は
理
事
長
と
し
て
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

財
団
に
移
り
、
一
九
六
一
年
に
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
誕
生
す
る
と
国
務
長
官
と
し

て
古
巣
に
戻
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ワ
シ
ン
ト
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
民
間
財
団

に
は
人
的
交
流
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
外
交
を
推
進
す
る
う
え
で
協
力
関
係
に

あ
っ
た
の
で
あ
る）

11
（

。

一
九
五
一
年
、
ジ
ョ
ン
・
D
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
自
身
も
政
府
使
節
団

の
一
員
と
し
て
日
本
を
訪
問
し
て
い
る
。
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
ダ
レ

ス
講
和
使
節
団
が
派
遣
さ
れ
た
際
、
団
長
ダ
レ
ス
の
年
来
の
友
人
で
あ
っ
た

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
文
化
問
題
を
担
当
す
る
随
員
と
し
て
同
行
し
た
の
で
あ

る
。
一
九
五
一
年
一
月
、
訪
日
し
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、
昭
和
天
皇
や
首
相

吉
田
茂
の
ほ
か
に
、
松
本
重
治
、
蝋
山
政
道
、
鶴
見
一
家
（
祐
輔
・
俊
輔
・
和
子
）

ら
日
本
の
国
際
主
義
者
や
ア
メ
リ
カ
大
使
館
関
係
者
と
面
会
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
史
家
の
松
田
武
は
、
占
領
期
か
ら
の
日
本
の
対
日
文
化
政
策
を
、

日
本
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
「
半
永
久
的
依
存
の
起
源
」
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
そ

こ
で
松
田
は
、「
双
方
向
の
交
流
」
を
唱
え
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
が
、
戦

後
日
米
関
係
の
再
構
築
を
目
指
す
際
、
戦
間
期
に
培
っ
た
人
脈
を
利
用
し
て
ア

メ
リ
カ
の
日
本
研
究
者
と
日
本
の
親
米
リ
ベ
ラ
ル
を
動
員
し
た
様
子
を
描
い
て

い
る
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
は
、
ダ
レ
ス
と
訪
日
す
る
前
に
、
デ
ィ
ー
ン
・

ア
チ
ソ
ン
（
国
務
長
官
）、
ジ
ョ
セ
フ
・
グ
ル
ー
（
元
駐
日
大
使
）、
デ
ィ
ー
ン
・

ラ
ス
ク
（
国
務
次
官
）
と
会
談
し
た
だ
け
で
な
く
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
日
本
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史
家
・
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
に
日
本
で
会
う
べ
き
人
物
を
推
薦
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、
訪
日
後
、
報
告
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ラ
イ

シ
ャ
ワ
ー
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
サ
ン
ソ
ム
（George Sansom

）、
ヒ
ュ
ー
・
ボ
ー
ト

ン
（H

ugh Borton
）
ら
日
本
研
究
者
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
に
協
力
し
た）

12
（

。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
は
、
一
九
〇
七
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
創
設
さ
れ
た

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
再
建
に
戦
後
尽
力
し
て
お
り
、
彼
の
慈
善
事
業
に

と
っ
て
戦
後
の
日
本
は
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
四
六
年
に

は
知
日
派
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
ァ
ー
ズ
（Charles Fahs

）
を
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

財
団
に
招
聘
し
て
い
る
。
フ
ァ
ー
ズ
は
、
戦
前
に
蝋
山
政
道
（
東
京
）
と
谷
口

吉
彦
（
京
都
）
の
も
と
へ
留
学
し
て
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
で
博
士
号
を
取

り
、
一
九
四
〇
年
に
は
太
平
洋
問
題
調
査
会
か
ら
日
本
政
治
に
関
す
る
著
作
を

出
し
て
い
た）

13
（

。
さ
ら
に
、
一
九
四
九
年
か
ら
六
二
年
ま
で
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財

団
の
人
文
部
門
の
部
長
を
し
た
後
、
旧
友
の
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
に
乞
わ
れ
て
日
本

大
使
館
に
文
化
担
当
官
と
し
て
六
七
年
ま
で
勤
務
し
た
。
フ
ァ
ー
ズ
は
一
九
四

八
年
に
、
日
本
を
「
ま
ず
高
等
教
育
を
通
じ
て
新
し
い
方
向
へ
む
け
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
」
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
へ
進
言
し
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
研
究
、

ロ
シ
ア
研
究
、
中
国
研
究
と
い
っ
た
日
本
に
お
け
る
地
域
研
究
の
振
興
を
主
張

し
て
い
た）

14
（

。

訪
日
を
終
え
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
は
、
一
九
五
一
年
四
月
一
九
日
、
ダ

レ
ス
へ
「
米
日
文
化
関
係
」
に
関
す
る
秘
密
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
。
同
報

告
書
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
文
化
政
策
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
存
在
は

知
識
人
層
で
あ
っ
た
。ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
や
フ
ァ
ー
ズ
ら
と
同
じ
く
、ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
は
日
本
が
極
め
て
エ
リ
ー
ト
主
義
的
で
権
威
主
義
的
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
知
識
人
は
共
産
主
義
の
影
響
を
受
け
や
す
い
状
態

に
あ
る
と
さ
れ
、
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
親
米
的
な
リ
ベ
ラ
ル
派
を

育
成
・
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
は
文
化
セ
ン

タ
ー
や
国
際
会
館
と
い
っ
た
施
設
の
建
設
、留
学
支
援
な
ど
の
人
物
交
流
計
画
、

資
料
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
提
案
さ
れ
た）

15
（

。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
文
化
政
策

を
通
じ
て
日
本
の
共
産
主
義
を
封
じ
込
め
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
再
び
ダ
レ
ス
の
要
請
を
受
け
、
松
本
重
治
、
樺
山
愛
輔
、

高
木
八
尺
、
都
留
重
人
と
い
っ
た
日
米
開
戦
前
に
留
学
経
験
の
あ
る
親
米
的
な

国
際
主
義
者
と
と
も
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
国
際
文
化
会
館
の
設
立
を
主
導

し
、
一
九
五
二
年
の
開
館
、
五
五
年
の
本
格
的
な
運
営
開
始
に
こ
ぎ
つ
け
て
い

る）
16
（

。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
戦
間
期
に
構
築
し
た
対
日
人
脈
を
利
用
し
て
、
戦
後

の
日
米
関
係
へ
介
入
し
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
政
府
も
海
外
で
の
文
化
政
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
十
分
認
識
し
て

い
た
。
一
九
四
八
年
、
安
全
保
障
会
議
は
、
日
本
に
お
い
て
共
産
主
義
に
対
す

る
強
硬
姿
勢
を
と
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
た
。
さ
ら
に
一
九
五
〇
年
に
は
ト

ル
ー
マ
ン
政
権
が
共
産
主
義
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
対
抗
す
べ
く
「
真
実
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
開
始
し
た
。
一
九
五
〇
年
初
頭
か
ら
、
対
外
文
化
政
策
の
予
算

が
増
加
し
、
ヴ
ォ
イ
ス
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
た
ラ
ジ
オ
局
設
置
や
印
刷

物
・
映
像
の
配
布
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
東
京
の
ア
メ
リ
カ
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大
使
館
の
文
化
部
門
が
拡
大
さ
れ
、
日
本
を
「
政
治
的
に
安
定
し
、
経
済
的
に

自
活
で
き
る
国
家
」
へ
と
転
換
し
、
極
東
に
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
な
ら
び
に
自

由
世
界
と
同
盟
関
係
を
結
ぶ
」拠
点
を
作
り
出
す
試
み
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
た
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
日
本
に
あ
る
「
精
神
的
な
真
空
状
態
」
に
共
産
主
義
が
入
り

込
む
こ
と
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る）

17
（

。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
同
じ
く
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
も
日
本
へ
の
文
化
政
策
を

実
行
す
る
た
め
日
本
専
門
家
を
動
員
し
て
い
る
。
一
九
五
三
年
に
情
報
局

（
U 

S 

I 

A
）
を
設
置
し
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
陸
軍
で
日
本
語
の
訓
練
を
受

け
た
レ
オ
ン
・
ピ
ー
コ
ン
（Leon Picon
）
を
文
化
担
当
官
と
し
て
一
九
五
五

年
か
ら
六
五
年
ま
で
派
遣
し
て
い
る
。
ピ
ー
コ
ン
は
ロ
ン
ド
ン
で
東
欧
の
出
版

物
を
収
集
す
る
任
務
に
つ
い
た
後
、
東
京
に
赴
任
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
と
っ

て
有
益
な
出
版
物
を
日
本
語
に
翻
訳
し
て
安
価
な
価
格
で
流
通
さ
せ
る
事
業
を

担
当
し
た
。
当
時
、
ソ
ビ
エ
ト
が
発
行
し
た
『
経
済
学
教
科
書
』
の
翻
訳
が
日

本
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
共
産
主
義
的
な
出
版
物
に
対
抗
す
る
書

物
を
広
め
る
こ
と
が
彼
の
任
務
で
あ
っ
た）

18
（

。
経
済
学
も
米
ソ
の
文
化
冷
戦
に
お

い
て
重
要
な
戦
場
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ピ
ー
コ
ン

は
一
九
六
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
大
使
館
と
日
本
の
民
主
社
会
主
義
者
の
間
に

あ
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

経
済
学
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
ァ
ー
ズ
が
率
い
る
人
文
学
部
門
と
同
じ
く
、
社
会
科
学
部

門
も
日
本
へ
の
知
的
関
与
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
半
ば
、
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
財
団
は
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
新
興
諸
国
で
幅
広
く
社
会
科
学
、

特
に
経
済
学
に
お
け
る
研
究
・
教
育
活
動
を
支
援
し
て
い
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
の
経
済
学
教
授
だ
っ
た
ノ
ー
マ
ン
・
シ
ャ
ー
プ
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
（N

orm
an 

Sharp Buchanan

）
は
、
同
財
団
に
社
会
科
学
部
長
と
し
て
招
聘
さ
れ
る
と
、

経
済
学
を
振
興
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
や
中
近
東
を
積
極
的
に
訪
問
し
た）

19
（

。
そ
し

て
、
一
九
五
〇
年
代
に
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
職
員
が
頻
繁
に
日
本
を
訪
れ

る
よ
う
に
な
る
。

一
九
五
七
年
に
日
本
を
訪
れ
た
ブ
キ
ャ
ナ
ン
は
「
日
本
の
経
済
学
と
経
済
学

者
」に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
、日
本
の
経
済
学
を
四
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
そ
の
一
つ
め
は
、「『
一
八
九
〇
年
代
以
降
の
ド
イ
ツ
に
お
け

る
新
し
い
歴
史
学
派
』
の
影
響
を
う
け
、
分
析
手
段
と
し
て
経
済
理
論
を
用
い

る
こ
と
に
不
得
手
な
歴
史
的
・
社
会
学
的
」
な
も
の
。
二
つ
め
は
、「
著
名
な

文
献
の
細
か
い
点
に
つ
い
て
、
不
明
な
部
分
を
明
ら
か
に
す
る
か
、
あ
る
い
は

時
に
批
判
を
」
試
み
て
「
文
献
批
評
」
を
す
る
集
団
。
三
つ
め
、「
翻
訳
者
」

た
ち
。
他
国
に
比
べ
外
国
語
文
献
を
紹
介
す
る
人
々
が
日
本
に
は
多
い
と
さ
れ

た
。
最
後
の
集
団
は
、「
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
・
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
」
的
な
経

済
学
者
で
あ
り
、「
ポ
ス
ト
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
」、「
数
学
を
用
い
る
新
し
い
経
済

学
」
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
ブ
キ
ャ
ナ
ン
報
告
書
は
、「
日
本
の
経
済
学
者
に
お

け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
広
が
り
」、
特
に
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
史
と
「
文
献
研

究
」
の
存
在
の
大
き
さ
を
強
調
し
て
い
た）

20
（

。
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ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
と
っ
て
好
ま
し
い
経
済
学
は
ブ
キ
ャ
ナ
ン
報
告
書

に
あ
る
第
四
の
集
団
で
あ
り
、日
本
で
も
そ
れ
ら
が
支
援
さ
れ
た
。
青
山
秀
夫
、

市
村
真
一
、
建
元
正
弘
、
小
島
清
、
篠
原
三
代
平
、
荒
憲
治
郎
ら
は
社
会
科
学

部
門
に
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
与
え
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
留
学
後
に
日
本
の
い
わ
ゆ

る
「
近
代
経
済
学
」
を
主
導
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
経
済
学
者
の
中
で
も
、

一
橋
大
学
の
経
済
学
は
、
経
済
学
の
ア
メ
リ
カ
化
を
推
進
す
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
財
団
に
よ
る
研
究
助
成
の
最
大
の
受
益
者
と
な
っ
た
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
方
針
と
一
橋
の
経
済
学

「
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
・
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
」
型
の
経
済
学
を
日
本
で
推
進

し
よ
う
と
す
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
と
っ
て
一
橋
の
経
済
学
は
有
望
な
場

所
で
あ
っ
た
。
一
九
五
四
年
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
終
え
た
ば
か
り
の
市
村
真
一

は
、
同
財
団
の
社
会
科
学
部
門
の
副
部
長
で
あ
っ
た
ロ
ジ
ャ
ー
・
F
・
エ
ヴ
ァ

ン
ズ（Roger Evans

）に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
現
在
の
日
本
に
お
い
て
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
偏
向
な
く
研
究
活
動
を
行
い
う
る
機
関
は
、
一
橋
大
学
、
神

戸
大
学
、
そ
し
て
、
こ
こ
大
阪
大
学
（
筆
者
注
・
社
会
経
済
研
究
所
）
で
あ
る
。

一
橋
大
学
の
研
究
機
関
は
最
大
で
統
計
分
析
に
強
い
が
、
理
論
分
析
や
日
本
経

済
の
社
会
学
的
思
考
は
弱
い）

21
（

」。

大
阪
大
学
の
経
済
学
者
た
ち
は
、
自
ら
の
研
究
水
準
に
自
信
を
持
ち
つ
つ

も
、
一
橋
を
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
建
元
正
弘
は
、

一
橋
を
「
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
専
門
的
な
水
準
」
に

お
い
て
は
「
第
一
」
で
あ
る
と
一
九
五
七
年
に
ブ
キ
ャ
ナ
ン
と
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
に

述
べ
、
一
橋
が
「
日
本
経
済
の
実
証
研
究
」
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し

た）
22
（

。
当
時
、
東
京
と
京
都
に
あ
っ
た
旧
帝
国
大
学
で
は
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学

が
盛
ん
で
あ
り
、
そ
の
う
え
経
済
学
部
よ
り
伝
統
の
あ
る
法
学
部
の
方
が
優
位

に
あ
っ
た
。
一
方
、
一
橋
大
学
と
神
戸
大
学
は
旧
高
等
商
業
学
校
と
し
て
大
き

な
規
模
の
経
済
学
部
や
付
置
研
究
所
を
抱
え
て
お
り
、
大
阪
大
学
は
「
近
代
経

済
学
の
メ
ッ
カ
」
を
標
榜
し
て
一
九
四
〇
年
代
後
半
に
出
発
し
て
い
た
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
も
経
済
学
部
と
経
済
研
究
所
を
擁
す
る
一
橋
大
学
の

可
能
性
を
理
解
し
て
い
た
。
一
九
五
六
年
に
一
橋
を
訪
問
し
た
エ
ヴ
ァ
ン
ズ

は
、
そ
こ
で
「
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
勢
い
、
目
的
の
は
っ
き
り
と
し
た
研

究
教
育
体
制
、
現
実
問
題
や
政
府
と
の
ユ
ニ
ー
ク
な
結
び
つ
き
」
を
評
価
し
て

い
る）

23
（

。
人
文
学
部
長
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
ァ
ー
ズ
は
一
九
四
八
年
に
「
日
本
の
高

等
教
育
は
、ド
イ
ツ
と
同
じ
く
、そ
の
内
容
に
お
い
て
も
精
神
に
お
い
て
も
人
々

の
日
常
生
活
か
ら
乖
離
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
援
助
が
、

「
単
に
『
学
術
』
を
保
護
す
る
の
で
は
な
く
、
高
等
教
育
が
民
主
的
生
活
を
推

進
す
る
よ
う
に
人
々
や
組
織
の
興
味
を
向
け
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
進
言
し

て
い
た）

24
（

。
そ
の
よ
う
な
助
言
に
基
づ
き
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
日
本
の
大
学
に

お
い
て
も
実
践
的
な
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢
を
押
し
進
め
る
こ
と
と
な
る
。

ブ
キ
ャ
ナ
ン
の
報
告
書
も
日
本
の
経
済
学
が
「
大
学
の
経
済
学
者
と
政
策
立

案
者
が
完
全
に
分
離
」
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
例
外
的
に
「
協
働
と
交
流

が
行
わ
れ
て
い
る
好
ま
し
い
事
例
」
と
し
て
「
東
京
に
お
け
る
一
橋
と
経
済
企



162

画
庁
（
経
済
安
定
本
部
）、
そ
し
て
大
阪
大
学
社
会
経
済
研
究
所
と
地
元
の
経
済

界
」
を
あ
げ
て
い
る）

25
（

。
数
量
的
・
非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
そ
し
て

政
府
・
大
学
間
関
係
に
お
い
て
、
一
橋
大
学
、
特
に
経
済
研
究
所
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
財
団
の
関
心
を
引
く
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
ま
で
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
財
団
は
、
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、
農
学
・
医
学
・
自
然

科
学
を
中
心
に
約
五
〇
〇
名
の
日
本
人
を
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
し
、
う
ち
約
一
三

〇
が
人
文
社
会
科
学
系
の
研
究
者
な
い
し
作
家
な
ど
文
化
人
で
あ
っ
た）

26
（

。
一
橋

大
学
は
よ
り
多
く
の
経
済
学
者
を
派
遣
し
、
そ
の
研
究
チ
ー
ム
は
一
九
五
〇
年

代
末
に
大
型
の
研
究
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

政
府
・
大
学
間
関
係
に
つ
い
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
が
最
も
注
目
し
た

の
は
、
大
川
一
司
（
一
橋
大
学
）
と
大
来
佐
武
郎
（
経
済
企
画
庁
）
の
二
人
で
あ

る
。
後
に
外
務
大
臣
（
大
平
内
閣
・
一
九
七
九―

八
〇
年
）
と
な
る
大
来
は
、
経

済
安
定
本
部
や
経
済
企
画
庁
の
調
査
部
門
を
率
い
た
戦
後
を
代
表
す
る
官
庁
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
で
あ
る
。
大
来
は
、
バ
ン
コ
ク
の
国
連
機
関
へ
の
出
向
か
ら
戻
っ

た
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
、
一
橋
に
い
た
山
田
雄
三
や
大
川
ら
の
協
力
を
受

け
て
日
本
経
済
発
展
の
た
め
の
計
画
立
案
を
主
導
し
て
い
た）

27
（

。
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
側
は
、
大
来
に
つ
い
て
「
開
放
的
で
、
経
済
問
題
に
長
ら
く
責
任
あ
る
立

場
で
関
わ
っ
て
い
る
強
力
な
官
僚
の
一
人
で
あ
り
、
有
能
か
つ
優
秀
な
一
橋
の

大
川
教
授
と
も
親
し
く
働
い
て
い
る
」と
記
し
て
い
る）

28
（

。
一
九
五
〇
年
代
半
ば
、

大
来
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
関
係
者
と
は
彼
ら
が
訪
日
す
る
際
に
会
食
す
る

よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た）

29
（

。
一
方
、
東
畑
精
一
の
弟
子
で
あ
る
大
川
も
、
終
戦
直

後
か
ら
経
済
安
定
本
部
や
経
済
企
画
庁
の
研
究
職
を
一
橋
大
学
の
教
授
職
と
兼

務
し
て
い
た
。

戦
前
か
ら
経
済
史
研
究
の
い
わ
ゆ
る
「
数
量
革
命
」
を
推
進
し
て
き
た
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、

大
川
一
司
率
い
る
一
橋
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
に
巨
額
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

当
時
、
経
済
成
長
に
関
す
る
研
究
を
主
導
し
て
い
た
サ
イ
モ
ン
・
ク
ズ
ネ
ッ
ツ

は
弟
子
の
一
人
で
あ
る
ヘ
ン
リ
ー
・
ロ
ソ
フ
ス
キ
ー
を
ハ
ー
バ
ー
ド
か
ら
一
橋

に
派
遣
し
て
い
た
。「
日
本
の
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
」
と
呼
ば
れ
た
大
川
が
率
い
る
グ

ル
ー
プ
は
、
ア
メ
リ
カ
側
と
日
本
政
府
の
支
援
を
受
け
、
一
九
五
〇
年
代
後
半

か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
近
代
日
本
の
経
済
成
長
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
を

日
本
語
・
英
語
双
方
で
出
版
し
た
。
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の

日
本
研
究
者
が
好
ん
で
い
た
「
近
代
化
論
」
に
似
た
も
の
で
、
そ
の
主
な
目
的

は
、「
低
開
発
国
が
工
業
化
す
る
た
め
に
適
用
し
う
る
教
訓
を
分
析
か
ら
導
き

出
そ
う
と
い
う
も
の
」
で
あ
っ
た）

30
（

。
大
川
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
出
し
た

申
請
書
に
よ
る
と
、
彼
の
組
織
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
見
込
ま
れ
る
成

果
は
、「
我
が
国
お
よ
び
低
開
発
国
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
が
経
済
計
画
を
立
案

す
る
た
め
に
有
益
な
示
唆
を
も
た
ら
す
」
こ
と
で
あ
っ
た）

31
（

。
大
川
は
エ
ヴ
ァ
ン

ズ
と
の
会
議
の
席
で
、
中
国
の
共
産
化
を
う
け
て
地
政
学
的
に
重
要
と
な
っ
て

い
た
東
南
ア
ジ
ア
経
済
に
と
っ
て
、
自
身
の
研
究
が
有
益
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
、
さ
ら
に
若
い
同
僚
を
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
推
薦
す
る
と
同
時
に
、
板

垣
與
一
の
名
前
を
東
南
ア
ジ
ア
研
究
者
と
し
て
あ
げ
て
い
た）

32
（

。
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二　

ア
メ
リ
カ
反
共
リ
ベ
ラ
ル
に
と
っ
て
の
板
垣
與
一

板
垣
與
一
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団

板
垣
與
一
は
大
川
一
司
と
時
を
同
じ
く
し
て
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
助
成

金
に
関
心
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
同
財
団
に
と
っ
て
、
当
初
の
段
階
で
は
板

垣
與
一
は
支
援
す
べ
き
研
究
者
で
は
な
か
っ
た
。
同
財
団
に
と
っ
て
好
ま
し
い

「
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
・
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
」
型
の
経
済
学
者
で
は
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
一
〇
月
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
が
一
橋
大
学

を
訪
問
し
た
際
、
板
垣
は
面
談
で
同
財
団
へ
の
助
成
金
出
願
の
意
向
を
示
し
て

い
る
。
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
の
記
録
に
よ
る
と
、
助
成
金
に
よ
り
板
垣
は
「
最
初
の
半

年
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
イ
ン
ド
、
加
え
て
お
そ
ら
く
は
パ
キ
ス
タ
ン
で
も
過
ご

し
て
、
政
治
指
導
者
や
経
済
学
者
と
面
談
し
、
資
料
収
集
を
行
う
。
そ
し
て
、

後
半
の
半
年
を
ア
メ
リ
カ
（
で
き
れ
ば
彼
の
妻
と
）、
M 

I 

T
、コ
ー
ネ
ル
（
ケ
ー

ヒ
ン
）、
シ
カ
ゴ（
シ
ル
ズ
）の
よ
う
な
機
関
で
研
究
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
」、

そ
し
て
「
経
済
発
展
と
ア
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
特
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

イ
ン
ド
」
を
テ
ー
マ
と
し
よ
う
と
し
て
い
た）

33
（

。

エ
ヴ
ァ
ン
ズ
は
、
初
期
の
段
階
で
は
板
垣
に
強
い
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た

が
、「
井
藤
学
長
お
よ
び
（
前
学
長
の
）
中
山
教
授
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団

が
板
垣
を
支
援
し
て
留
学
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
て
い
る
」
う
え
、
同
財

団
が
期
待
し
て
い
た
大
川
も
板
垣
を
東
南
ア
ジ
ア
研
究
者
と
し
て
紹
介
し
て
い

た
。
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
は
板
垣
を
経
済
史
家
だ
と
考
え
て
お
り
、
板
垣
の
経
済
学
は

数
量
的
と
い
う
よ
り
も
も
、
も
し
ろ
「
リ
カ
ー
ド
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ピ
グ
ー
を

基
盤
と
し
た
」
も
の
で
あ
る
う
え
に
、「
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
に
は
少
し

高
齢
」
で
あ
っ
た）

34
（

。
一
橋
の
訪
問
を
終
え
た
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
は
、
助
成
金
支
給
の

対
象
と
な
り
う
る
経
済
学
者
の
リ
ス
ト
を
非
公
式
に
作
成
し
た
が
、
そ
の
段
階

で
は
大
来
佐
武
郎
（
ト
ラ
ベ
ル
グ
ラ
ン
ト
）、
大
川
一
司
（
研
究
助
成
）、
そ
し
て

大
川
の
二
人
の
同
僚
（
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
）
が
板
垣
よ
り
も
優
先
さ
れ
て
い

た）
35
（

。板
垣
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
と
っ
て
学
術
的
に
好
ま
し
い
経
済
学
者

で
も
な
く
、そ
し
て
（
同
僚
の
都
留
重
人
の
よ
う
に
）
従
来
か
ら
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

三
世
と
活
動
し
て
き
た
親
米
的
な
国
際
主
義
者
で
も
な
か
っ
た
が
、
学
内
に
強

力
な
支
援
者
が
存
在
し
た
。
と
り
わ
け
、
板
垣
の
指
導
教
官
で
あ
っ
た
中
山
伊

知
郎
と
井
藤
半
弥
と
い
う
二
人
の
同
僚
兼
上
司
が
彼
の
申
請
書
を
支
持
し
た
の

で
あ
る
。
中
山
も
井
藤
も
経
済
学
部
か
ら
相
次
い
で
学
長
（
中
山
・
一
九
四
九

―

五
五
／
井
藤
・
五
五―

五
九
年
）
に
な
っ
て
お
り
、
板
垣
も
一
九
五
五
年
か
ら

評
議
員
、
五
七
年
か
ら
学
部
長
の
座
に
あ
っ
た
。
一
九
五
六
年
一
二
月
、
井
藤

と
中
山
は
連
名
で
、「
ア
ジ
ア
問
題
で
優
れ
た
研
究
者
の
一
人
」
で
あ
り
、「
寛

容
か
つ
親
切
な
人
柄
で
人
望
の
あ
る
」
板
垣
の
申
請
書
を
支
持
す
る
文
書
を
エ

ヴ
ァ
ン
ズ
に
送
っ
て
い
る）

36
（

。
そ
れ
に
対
し
、
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
は
、
一
九
五
七
年
三

月
に
井
藤
へ
の
返
信
で
、
大
川
の
研
究
計
画
書
が
理
事
会
で
も
う
す
ぐ
了
承
さ

れ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
同
時
に
、
残
さ
れ
た
板
垣
と
経
済
研
究
所
の
三
人
か
ら

の
計
四
件
の
申
請
に
つ
い
て
「
二
人
以
上
の
一
橋
関
係
者
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
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で
き
る
か
は
疑
わ
し
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
に

と
っ
て
板
垣
は
大
川
の
同
僚
の
梅
村
又
次
に
続
く
二
番
目
の
候
補
で
あ
っ
た）

37
（

。

そ
の
後
四
月
に
な
っ
て
、
中
山
、
大
川
ら
大
学
幹
部
の
会
合
の
後
、
学
長
の
井

藤
は
板
垣
を
第
一
に
置
く
よ
う
に
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
に
要
請
し
て
い
る）

38
（

。
板
垣
は
学

内
推
薦
で
一
番
と
な
り
、
四
月
二
二
日
に
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
宛
に
履
歴
書
と
研
究
計

画
書
を
送
付
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

板
垣
の
申
請
書
に
お
け
る
研
究
テ
ー
マ
は
、「
ア
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

と
経
済
発
展
、
特
に
ア
ジ
ア
諸
国
の
近
代
化
を
参
照
と
し
て
」
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
宗
教
の
役
割
」、「
経
済
的
後
進
性
と
社
会
経
済
的
構
造
」

お
よ
び
「
国
際
関
係
に
お
け
る
従
属
性
」
が
検
討
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。
板
垣

は
「
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
は
、
近
代
経
済
学
の
単
に
数
量
的
あ
る
い
は
機
能
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
み
で
分
析
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」
と
考
え
て
い
た）

39
（

。
日
本

に
い
る
多
く
の
社
会
科
学
者
と
同
様
に
、
彼
は
近
代
化
を
議
論
す
る
う
え
で

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
を
参
照
し
て
お
り
、
資
本
主
義
的
な
組
織
や
技
術
、

エ
ー
ト
ス
と
い
っ
た
経
済
的
合
理
性
に
よ
っ
て
そ
れ
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
主
張

し
て
い
た
。
板
垣
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
の
近
代
化
を
、
精
神
革
命
よ
り
も
産
業

革
命
が
先
行
し
て
い
る
も
の
と
と
ら
え
て
い
た
。
一
方
、
西
洋
の
近
代
化
に
お

い
て
は
、
産
業
革
命
の
前
に
宗
教
改
革
な
ど
精
神
革
命
が
達
成
さ
れ
た
と
さ
れ

た）
40
（

。
板
垣
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
よ
る
海
外
研
究
を
、
ア
ジ
ア
の
近
代

化
に
あ
る
宗
教
的
・
精
神
的
基
盤
を
観
察
す
る
機
会
と
と
ら
え
て
い
た
。

板
垣
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
六
週
間
、
イ
ン
ド
に
八
週
間
、
セ
イ
ロ
ン
（
ス

リ
ラ
ン
カ
）
と
パ
キ
ス
タ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
一
週
間
滞
在
し
、
オ
ラ
ン
ダ
で
四
週

間
を
過
ご
し
た
後
に
大
西
洋
を
渡
り
、
M 

I 

T
で
エ
ヴ
ァ
レ
ッ
ト
・
ヘ
ー
ゲ

ン
（Everett H

agen

）
と
ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ゼ
ン
ス
タ
イ
ン
（Paul Rosenstein-

Rodan

）、
シ
カ
ゴ
大
学
で
バ
ー
ト
・
ホ
セ
リ
ッ
ツ
（Bert H

oselitz

）
と
エ
ド

ワ
ー
ド
・
シ
ル
ズ
（Edw

ard Shils

）、
さ
ら
に
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
ジ
ョ
ー
ジ
・

ケ
ー
ヒ
ン
（George K

ahin

）
ら
と
面
会
し
て
七
ヶ
月
間
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご

す
と
い
う
計
画
を
持
っ
て
い
た）

41
（

。
板
垣
は
ア
メ
リ
カ
近
代
化
論
の
主
唱
者
た
ち

の
も
と
で
研
究
を
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
、
ア
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
経
済
発
展
の
特
徴
を
西
洋
の
植
民
地
主
義
と
資
本
主
義
か
ら
分
析
し

た
ブ
ー
ケ
の
二
重
経
済
論
に
も
戦
時
期
か
ら
大
き
な
関
心
を
払
っ
て
い
た
。

米
国
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
後
押
し

大
学
の
同
僚
の
推
薦
も
あ
っ
た
が
、
板
垣
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
へ
の
助

成
金
申
請
を
支
援
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
反
共
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
で
あ
っ

た
。
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
は
、
板
垣
の
評
価
に
つ
い
て
「
ア
メ
リ
カ
の
基
準
か
ら
す
る

と
彼
を
分
類
す
る
の
は
難
し
い
」と
真
情
を
吐
露
し
、「
彼
の
日
本
的
な
方
法
は
、

西
洋
の
厳
格
な
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る）

42
（

。
五
月
に
な
る
と
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
は
、
板
垣
が
面
識
が
あ
る

と
し
た
M 
I 

T
の
エ
ヴ
ァ
レ
ッ
ト
・
ヘ
ー
ゲ
ン
と
ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ゼ
ン
ス
タ

イ
ン
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
バ
ー
ト
・
ホ
セ
リ
ッ
ツ
と
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ズ
に
文

書
を
送
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
板
垣
の
評
価
を
問
い
合
わ
せ
た）

43
（

。
そ
し
て
、
問
い
合
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わ
せ
を
受
け
た
四
人
の
近
代
化
論
者
の
う
ち
、
最
も
板
垣
を
支
持
し
た
の
は
社

会
学
者
の
シ
ル
ズ
で
あ
っ
た
。

エ
ヴ
ァ
レ
ッ
ト
・
ヘ
ー
ゲ
ン
は
ル
シ
ア
ン
・
パ
イ
（Lucian Pye

）
や
ウ
ォ

ル
ト
・
ロ
ス
ト
ウ
（W

alt Rostow

）
と
並
ん
で
M 

I 

T
の
近
代
化
論
を
代
表

す
る
存
在
で
あ
り
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
リ
カ
ン
（M

ax M
illikan

）
が
一
九
五
二

年
に
フ
ォ
ー
ド
財
団
と
C 
I 
A
の
支
援
を
受
け
て
M 

I 

T
に
国
際
問
題
研
究

所
（
C 

I 

S
）
を
設
立
す
る
に
際
し
て
、
同
研
究
所
に
参
加
し
た
経
済
学
者
で

あ
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ン
は
一
九
五
六
年
夏
に
一
橋
を
訪
問
し
て
板
垣
と
面
会
し
て

お
り
、
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
に
板
垣
の
名
前
を
紹
介
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た）

44
（

。
板
垣
と

の
面
談
の
際
の
記
憶
と
し
て
、
ヘ
ー
ガ
ン
は
「
彼
は
様
々
な
開
発
の
社
会
問
題

に
つ
い
て
極
め
て
明
確
な
考
え
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
」、「
彼
の

関
心
が
発
展
に
関
す
る
抽
象
的
な
経
済
理
論
よ
り
む
し
ろ
社
会
的
過
程
に
あ

る
」
こ
と
を
理
解
し
た
、
と
回
答
し
て
い
る）

45
（

。
ヘ
ー
ゲ
ン
の
同
僚
の
ロ
ー
ゼ
ン

ス
タ
イ
ン―

ロ
ダ
ン
も
一
九
五
七
年
四
月
に
一
橋
を
訪
れ
て
い
る
。
東
京
の
国

際
文
化
会
館
で
、「
文
化
自
由
会
議
（Congress for Cultural Freedom

）」
が

経
済
成
長
に
関
す
る
国
際
会
議
を
開
催
し
た
か
ら
で
あ
る
。文
化
自
由
会
議
は
、

「
人
間
の
創
造
的
か
つ
批
判
的
な
精
神
を
侵
害
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
抗
し
て

知
的
自
由
」
を
防
衛
す
る
「
世
界
的
規
模
の
独
立
系
組
織
」
と
名
乗
っ
て
い
た

が
、
そ
の
性
格
は
C 

I 

A
か
ら
援
助
を
受
け
た
反
共
団
体
で
あ
っ
た）

46
（

。
ロ
ー

ゼ
ン
ス
タ
イ
ン―

ロ
ダ
ン
は
、
四
月
一
日
か
ら
六
日
に
同
会
議
が
主
催
し
た
東

京
で
の
会
議
に
、
中
山
伊
知
郎
や
大
来
佐
武
郎
と
と
も
に
招
待
さ
れ
て
い
た）

47
（

。

ロ
ー
ゼ
ン
ス
タ
イ
ン―

ロ
ダ
ン
は
、
一
橋
に
つ
い
て
「
日
本
に
お
い
て
最
も
学

術
的
な
場
所
」
で
あ
る
と
述
べ
つ
つ
も
、「
他
の
国
に
よ
り
も
、
日
本
の
方
が

（
筆
者
注
・
研
究
者
と
）
本
格
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
確
立
す
る
こ
と
が

難
し
い
」
と
告
白
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
板
垣
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
自
分
の

評
価
は
「
二
次
資
料
」
に
基
づ
く
と
述
べ
て
好
意
的
な
が
ら
も
表
面
的
な
内
容

の
回
答
を
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
に
対
し
て
行
っ
て
い
る）

48
（

。

板
垣
の
評
価
に
関
し
て
最
も
積
極
的
な
回
答
を
寄
せ
た
の
は
シ
カ
ゴ
大
学
の

社
会
学
教
授
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ズ
で
あ
っ
た
。
シ
ル
ズ
は
、「
二
〇
世
紀
半

ば
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
様
々
な
制
度
で
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
」
人
物
で

あ
り
、
ド
イ
ツ
社
会
学
を
専
攻
す
る
前
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
シ

カ
ゴ
で
社
会
福
祉
に
従
事
し
た
り
、
戦
略
局
（
現
在
の
C 

I 

A
）
の
一
員
と
し

て
英
国
で
ド
イ
ツ
人
捕
虜
を
尋
問
す
る
な
ど
し
た
経
験
が
あ
っ
た
。「
近
代
化

論
に
関
与
し
た
中
で
最
も
初
期
の
学
者
」
で
あ
り
、「
冷
戦
初
期
に
お
い
て
反

共
リ
ベ
ラ
ル
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
主
な
原
動
力
と
な
っ
た
、
文
化
自
由
会
議
の

主
導
者
の
一
人
」
で
も
あ
っ
た）

49
（

。
シ
ル
ズ
も
一
九
五
七
年
四
月
の
会
議
に
参
加

し
、「
知
識
人
、
世
論
、
そ
し
て
経
済
発
展
」
と
題
す
る
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
報
告
で
は
、
政
府
・
財
界
・
大
学
の
理
想
的
な
関
係
が
議
論
さ
れ
て
お

り
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
マ
ス
コ
ミ
と
世
論
の
「
責
任
あ
る
批
判
」
を
確
立
す
る

た
め
に
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
大
学
教
授
は
職
員
と
し
て
政
府
や
民
間
企
業
に

参
加
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
提
案
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た）

50
（

。
シ
ル
ズ
は
、
知

識
人
の
世
論
に
与
え
る
影
響
や
官
民
学
の
交
流
に
関
心
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
宛
へ
の
返
信
で
、
シ
ル
ズ
は
「
経
済

発
展
を
め
ぐ
る
彼
の
幅
広
く
深
い
知
識
は
、
従
来
の
大
学
の
経
済
学
の
限
界
を

超
え
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
」
と
板
垣
を
賞
賛
し

た）
51
（

。
シ
ル
ズ
は
、
発
展
途
上
国
に
必
要
な
も
の
は
土
地
制
度
改
革
、
累
進
的
な

所
得
税
、
一
般
へ
の
参
政
権
、
公
教
育
だ
と
考
え
て
い
た）

52
（

。
板
垣
の
近
代
化
に

対
す
る
考
え
は
、
シ
ル
ズ
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
シ
ル
ズ
は
板
垣

に
つ
い
て
、「
ア
カ
デ
ミ
ア
に
お
い
て
高
名
な
だ
け
で
な
く
、
フ
ェ
ビ
ア
ン
協

会
や
社
会
思
想
研
究
会
、
ア
ジ
ア
協
会
な
ど
の
数
々
の
集
団
に
お
け
る
活
動
を

通
じ
、
公
的
な
文
化
活
動
に
積
極
的
に
関
与
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
全
て
に
お
い

て
、
公
式
・
非
公
式
に
日
本
の
知
識
人
に
お
け
る
独
立
か
つ
反
省
的
な
言
論
に

対
し
て
積
極
的
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
」
と
、
リ
ベ
ラ
ル
知
識
人
と
し
て
の

板
垣
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
し
た）

53
（

。
シ
ル
ズ
は
ア
ジ
ア
の
専
門
家
で
は
な
く
、

板
垣
に
関
す
る
評
価
書
執
筆
に
際
し
て
、
日
本
の
言
論
界
の
文
化
政
治
に
詳
し

い
人
物
か
ら
情
報
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
シ
ル
ズ
が
言
及
し
た
社
会

思
想
研
究
会
や
ア
ジ
ア
協
会
に
は
、
木
村
健
康
や
関
嘉
彦
と
い
っ
た
文
化
自
由

会
議
や
そ
の
日
本
版
で
あ
る
日
本
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
積
極
的
に
関
わ
っ
た
人

物
が
い
た
。
シ
ル
ズ
が
そ
う
い
っ
た
日
本
の
反
共
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
と
文
化

自
由
会
議
を
通
じ
て
接
触
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
の
は
不
自
然
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

科
学
政
策
や
高
等
教
育
に
関
す
る
季
刊
専
門
誌
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
を
一
九
六

二
年
に
創
刊
し
た
シ
ル
ズ
は
、
板
垣
の
「
学
術
的
な
卓
越
性
」
や
活
動
だ
け
で

な
く
「
日
本
の
論
壇
に
お
け
る
重
要
な
位
置
」
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
。
板

垣
が
「『
進
歩
派
』
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
、『
反
動
的
』
と
彼
ら
か
ら
貶
め
ら
れ
て

い
な
い
点
で
『
非
進
歩
的
』
に
み
え
る
数
多
く
の
日
本
の
リ
ベ
ラ
ル
知
識
人
と

異
な
る
」
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
シ
ル
ズ
は
日
本
の
文
化
政
治
に
関
し
て
以
下

の
よ
う
な
分
析
を
行
っ
て
板
垣
を
推
薦
し
た
。

彼
は
す
で
に
名
声
を
博
し
て
い
る
が
、
海
外
旅
行
と
海
外
の
研
究
者
と
の

交
流
に
よ
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
増
す
、
と
私
は
考
え
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、

彼
の
知
的
な
存
在
感
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
考
察
を
し
た
場

合
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
日
本
の
知
的
活
動
の
上
層
に
い
る
親
ソ
ビ
エ
ト

「
進
歩
派
」
に
対
し
て
、
彼
の
威
信
が
増
す
で
し
ょ
う
。「
進
歩
派
」
た

ち
は
海
外
旅
行
の
経
験
が
多
く
あ
っ
て
、
そ
の
威
信
を
強
め
て
い
ま
す
。

も
し
板
垣
教
授
が
そ
う
い
っ
た
流
れ
に
後
塵
を
拝
す
る
の
だ
と
し
た
ら
、

日
本
の
リ
ベ
ラ
ル
な
知
的
文
化
の
一
つ
の
損
失
と
な
る
で
し
ょ
う）

54
（

。

シ
ル
ズ
は
、
板
垣
が
訪
米
し
た
際
に
は
自
身
の
研
究
機
関
で
歓
迎
す
る
意
向
を

示
し
て
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
へ
の
書
簡
を
終
え
て
い
る
が
、
板
垣
へ
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
財
団
に
よ
る
支
援
が
日
本
の
反
ソ
ビ
エ
ト
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る

機
会
に
な
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
リ
ベ
ラ
ル
に
と
っ
て
、

板
垣
は
日
本
で
の
共
産
主
義
の
拡
大
を
牽
制
す
る
存
在
に
な
り
う
る
人
物
で

あ
っ
た
。
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大
学
の
同
僚
や
ア
メ
リ
カ
の
近
代
化
論
者
の
推
薦
を
受
け
、
一
九
五
七
年
六

月
二
〇
日
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
は
板
垣
の
「
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
」
に
関

す
る
助
成
金
申
請
に
対
し
、
七
二
〇
〇
ド
ル
の
ト
ラ
ベ
ル
グ
ラ
ン
ト
を
出
す
通

知
を
行
っ
た）

55
（

。
同
年
に
は
大
川
の
研
究
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
梅
村
又

次
と
藤
野
正
三
郎
の
二
人
も
助
成
金
を
受
け
て
い
る）

56
（

。
そ
の
二
ヶ
月
後
、
板
垣

の
友
人
た
ち
は
送
別
会
を
開
き
、
偶
然
に
も
同
じ
く
箱
根
で
静
養
中
だ
っ
た
首

相
岸
信
介
に
面
会
し
、
ア
ジ
ア
研
究
の
振
興
に
つ
い
て
陳
情
を
行
っ
て
い
る

（
八
月
二
六
日
）。
板
垣
の
出
国
は
九
月
二
日
で
あ
っ
た
。

三　

板
垣
に
と
っ
て
の
ア
メ
リ
カ
滞
在

板
垣
の
海
外
渡
航

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
助
成
金
を
受
け
た
板
垣
は
、
予
定
し
て
い
た
以
上

の
時
間
を
ア
ジ
ア
巡
回
に
費
や
す
こ
と
に
な
る
が
、
知
的
に
は
ア
メ
リ
カ
、
特

に
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
の
滞
在
か
ら
最
も
刺
激
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
当
初
、

四
ヶ
月
を
ア
ジ
ア
、
一
ヶ
月
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
七
ヶ
月
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
す

予
定
で
あ
っ
た
が
、
ア
ジ
ア
を
半
年
か
け
て
旅
行
し
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
滞
在

が
四
ヶ
月
と
短
縮
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
ア
ジ
ア
近
代
化
の
起
点
」
を
確

か
め
る
と
い
う
の
が
主
眼
で
あ
っ
た
ア
ジ
ア
各
国
の
フ
ィ
ー
ル
ド
旅
行
で
、
板

垣
が
得
た
印
象
は
悲
観
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
近
代
化
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
み

る
べ
き
成
果
を
ア
ジ
ア
諸
国
は
上
げ
て
い
な
い
、
と
い
う
の
が
彼
の
結
論
で
あ

る
。「
全
く
私
の
期
待
に
反
し
て
、
ほ
と
ん
ど
エ
ジ
プ
ト
や
ト
ル
コ
で
、
こ
れ

と
い
っ
て
め
ぼ
し
い
改
革
主
義
の
運
動
や
組
織
を
み
る
こ
と
が
で
き
」
ず
、「
甚

だ
失
望
し
」
た
と
述
べ
て
い
る）

57
（

。

ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
化
の
行
き
詰
ま
り
を
見
つ
け
た
後
、
板
垣
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ア
ジ
ア
研
究
の
衰
退
も
感
じ
る
こ
と
と
な
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の

王
立
熱
帯
研
究
所
や
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
学
院
を
一
九
五
八

年
三
月
に
訪
問
し
た
後
、
板
垣
は
ア
メ
リ
カ
に
上
陸
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
東
南
・
南
ア
ジ
ア
研
究
の
減
退
と
、
そ
れ
に
代
わ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア

ジ
ア
研
究
の
台
頭
、
こ
れ
が
環
大
西
洋
の
移
動
で
板
垣
が
感
じ
た
こ
と
で
あ
っ

た）
58
（

。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
当
初
の
期
待
に
反
し
て
、
近
代
化
論
の
主
唱
者
た
ち
と

の
面
会
よ
り
も
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
ケ
ー
ヒ
ン
ら
ア
ジ
ア
研
究
者
と
の
交
流
を

板
垣
は
楽
し
む
こ
と
と
な
る
。

板
垣
の
ア
メ
リ
カ
訪
問

板
垣
が
ア
メ
リ
カ
で
最
も
刺
激
を
受
け
た
も
の
は
、
経
済
発
展
に
焦
点
を
あ

て
る
近
代
化
論
で
は
な
く
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
心
を
払
う
ア
ジ
ア
地
域
研

究
で
あ
っ
た
。
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
東
南
ア
ジ
ア
研
究
の
中
心
に
あ
っ
た
ジ
ョ
ー

ジ
・
ケ
ー
ヒ
ン
は
、
連
絡
の
行
き
違
い
か
ら
板
垣
の
訪
問
を
直
前
に
な
っ
て

知
っ
た
も
の
の
、
日
本
か
ら
の
訪
問
者
を
歓
迎
し
て
い
る）

59
（

。
四
月
末
に
は
イ
サ

カ
を
離
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
板
垣
は
、
コ
ー
ネ
ル
で
の
滞
在
を
五
月
末
ま
で
楽

し
む
こ
と
と
な
る
。
コ
ー
ネ
ル
大
学
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
支
援
を
受

け
て
東
南
ア
ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
九
五
〇
年
に
設
置
し
た
後
、
五
四
年
に
は
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
近
代
化
に
関
心
の
あ
っ
た
フ
ォ
ー
ド
財
団
の
助
成
に
よ
り
極

東
学
部
で
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ー
ヒ
ン
が
モ
ダ
ン
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
始
し
て
い
た）

60
（

。

コ
ー
ネ
ル
大
学
の
ア
ジ
ア
研
究
者
に
と
っ
て
、
板
垣
は
戦
時
期
の
東
南
ア
ジ

ア
の
転
換
期
を
直
に
目
撃
し
た
歴
史
の
当
事
者
で
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
半

ば
か
ら
ハ
リ
ー
・
ベ
ン
ダ
や
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
ら
が
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
お
け
る
日
本
軍
政
の
研
究
を
進
め
て
お
り
、
日
本
で
も
日
本
軍
政
期
の

東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
史
料
整
備
が
始
ま
っ
て
い
た）

61
（

。
東
南
ア
ジ
ア
の
歴
史
に

と
っ
て
、
日
本
軍
政
は
一
つ
の
転
換
期
を
も
た
ら
し
た
重
要
な
契
機
で
あ
る
。

倉
沢
愛
子
の
回
想
に
よ
る
と
、
ケ
ー
ヒ
ン
は
一
九
六
〇
年
代
に
東
南
ア
ジ
ア
の

日
本
軍
政
を
テ
ー
マ
と
す
る
日
本
人
研
究
者
（
院
生
）
の
登
場
を
待
っ
て
い
た

と
い
う）

62
（

。
ケ
ー
ヒ
ン
や
彼
の
同
僚
は
、
当
事
者
の
一
人
で
あ
る
板
垣
が
、
自
身

の
経
験
や
観
察
を
も
っ
て
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
ア
ジ
ア
研
究
者
に
何
ら
か
の
貢
献

を
も
た
ら
す
と
期
待
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

コ
ー
ネ
ル
の
滞
在
は
、
板
垣
の
ア
メ
リ
カ
経
験
の
中
で
最
も
刺
激
的
な
も
の

で
あ
っ
た
。
板
垣
は
ア
メ
リ
カ
で
ア
ジ
ア
研
究
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
目

を
見
張
っ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
東
南
ア
ジ
ア
研
究
が
「
社
会
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
」
を
基
盤
と
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
新
し
い
東
南
ア
ジ
ア
に
主
な

焦
点
を
あ
て
、
全
て
が
現
代
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い

た
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
研
究
が
一
〇
年
後
（
一
九
六
〇
年
代
）
も
発
展
す
る

だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
、
訪
米
後
も
持
っ
て
い
た
が
、
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ

が
強
く
な
い
こ
と
も
指
摘
し
た）

63
（

。
実
際
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
は
一
九
五
〇
年
代

末
の
時
点
で
、
歴
史
研
究
の
常
勤
教
授
は
い
な
か
っ
た）

64
（

。

当
時
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
は
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
文
献
を
急
速
に
拡

大
さ
せ
て
い
た
が
、
一
九
四
〇
年
に
蘭
領
東
イ
ン
ド
で
一
一
〇
〇
冊
の
オ
ラ
ン

ダ
語
文
献
を
購
入
し
た
板
垣
か
ら
す
れ
ば
、
現
代
の
文
献
に
特
化
し
て
い
て
オ

ラ
ン
ダ
語
文
献
の
少
な
い
機
関
で
あ
っ
た
。
彼
の
記
憶
で
は
、
戦
前
の
台
湾
帝

国
大
学
図
書
館
の
方
が
一
九
五
八
年
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
よ
り
も
オ
ラ
ン
ダ
語
文

献
が
多
く
、
あ
る
意
味
で
「
安
心
し
た
」
と
回
想
し
て
い
る）

65
（

。
戦
時
期
の
帝
国

日
本
時
代
の
経
験
が
、
戦
後
の
ア
ジ
ア
研
究
を
判
断
す
る
う
え
で
の
板
垣
の
参

照
点
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

六
月
に
入
っ
て
、
板
垣
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
）
に
移

動
し
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
は
M 

I 

T
国
際
問
題
研
究
所

（
C 

I 

S
）
の
エ
ヴ
ァ
レ
ッ
ト
・
ヘ
ー
ゲ
ン
に
通
知
を
送
っ
て
お
り
、
C 

I 

S

は
板
垣
に
客
員
と
し
て
研
究
室
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
板
垣
に
と
っ

て
、
M 

I 

T
滞
在
の
目
的
は
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
精
神
的
社
会
的
革
命
の
問

題
」
を
研
究
す
る
こ
と
で
あ
っ
た）

66
（

。
C 

I 

S
は
所
長
の
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
リ
カ

ン
が
ウ
ォ
ル
ト
・
ロ
ス
ト
ウ
と
共
著
で
一
九
五
七
年
にA Proposal: K

ey to an 

Effective Foreign Policy

と
い
う
政
策
提
言
書
を
出
し
て
お
り
、
近
代
化
論
に

基
づ
い
た
政
策
立
案
機
関
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が

主
流
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
板
垣
は
、
ミ
リ
カ
ン
、
ロ
ス
ト
ウ
、
ヘ
ー
ゲ
ン
ら
の

歓
迎
を
受
け
、
約
八
週
間
の
滞
在
の
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
移
動
し
て
い
る
。
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イ
サ
カ
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
滞
在
し
た
期
間
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
板
垣

に
と
っ
て
は
コ
ー
ネ
ル
の
滞
在
の
方
が
充
実
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

板
垣
が
訪
問
し
た
大
学
の
中
で
、
ア
ジ
ア
研
究
者
が
中
心
だ
っ
た
コ
ー
ネ
ル

大
学
は
、
ア
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
最
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

る
場
所
で
あ
っ
た
。
一
方
、
近
代
化
論
者
が
中
心
の
他
の
機
関
は
、
国
民
国
家

形
成
よ
り
も
経
済
発
展
に
主
眼
を
お
い
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
大
学
か
ら
、
著
名

な
研
究
者
が
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
高
官
に
な
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
そ
う
で
な
い
場

合
も
政
府
か
ら
巨
額
の
研
究
資
金
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
新
興
独
立

国
が
共
産
主
義
国
家
と
な
る
前
に
ど
の
よ
う
に
「
近
代
化
」
を
達
成
す
る
か
に

つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
あ
る
意
味

で
「
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
の
戦
い
」
で
あ
り
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
が
述
べ
た

よ
う
に
、共
産
主
義
を
打
ち
負
か
す
だ
け
で
な
く
、ア
メ
リ
カ
が
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
で
享
受
し
た
生
活
水
準
を
東
南
ア
ジ
ア
に
も
た
ら
す
た
め
の
戦
争
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
同
時
に
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
リ
ア
リ
ス
ト
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が

東
南
ア
ジ
ア
で
何
を
し
て
い
る
か
を
正
確
に
把
握
し
て
は
い
な
か
っ
た）

67
（

。
ア
メ

リ
カ
政
府
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
深
み
に
は
ま
っ
て
い
く
一
九
六
〇
年
代
に
、
ア

ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
関
心
を
払
う
政
府
高
官
は
ほ
と
ん
ど
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
を
務

め
た
後
、
安
全
保
障
担
当
の
高
官
と
し
て
M 

I 

T
か
ら
ケ
ネ
デ
ィ
・
ジ
ョ
ン

ソ
ン
政
権
に
参
画
し
た
ロ
ス
ト
ウ
は
、
自
伝
で
そ
の
時
代
に
つ
い
て
言
及
す
る

際
に
、
援
助
や
イ
ン
フ
レ
と
い
っ
た
国
内
外
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
回
顧
し
て

い
る
も
の
の
、
ア
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
記
述
は
し
て
い
な

い）
68
（

。一
方
、
コ
ー
ネ
ル
で
ア
ジ
ア
研
究
の
中
心
的
存
在
だ
っ
た
ケ
ー
ヒ
ン
は
、

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
流
れ
を
く
む
リ
ベ
ラ
ル
・
左
派
で
あ
る
こ
と
を
自
認
し
て

お
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
中
枢
の
失
敗
の
原
因
は
、
ア
ジ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

軽
視
し
、
そ
れ
ら
と
の
協
調
で
は
な
く
む
し
ろ
対
峙
し
た
こ
と
に
あ
る
と
指
摘

し
て
い
た
。
河
合
栄
治
郎
門
下
と
し
て
社
会
思
想
研
究
会
に
属
し
、
後
に
日
本

の
東
南
ア
ジ
ア
研
究
の
制
度
化
に
貢
献
す
る
猪
木
正
道
は
、
ア
メ
リ
カ
の
東
南

ア
ジ
ア
政
策
が
、「
後
進
諸
国
に
お
け
る
民
族
・
社
会
革
命
に
対
す
る
硬
直
し

た
無
理
解
と
い
う
大
き
な
欠
陥
」
を
抱
え
て
い
る
と
批
判
し
て
い
た
。
板
垣
ほ

か
ア
ジ
ア
問
題
に
取
り
組
む
リ
ベ
ラ
ル
（
民
主
社
会
主
義
者
）
た
ち
も
、
反
共

的
立
場
を
と
り
つ
つ
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
政
策
を
失
敗
と
み
な
し
て
新
興

国
家
の
社
会
主
義
な
い
し
非
同
盟
中
立
路
線
に
理
解
を
示
し
て
い
た）

69
（

。
経
済
学

者
で
も
あ
り
ア
ジ
ア
研
究
者
で
も
あ
っ
た
板
垣
は
、
戦
時
中
か
ら
東
南
ア
ジ
ア

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
敏
感
で
、
第
一
の
関
心
は
「
ア
ジ
ア
の
民
族
主
義
と
近

代
化
」
で
あ
り
、「
経
済
的
後
進
性
と
社
会
経
済
的
構
造
」
は
そ
の
次
で
あ
っ

た）
70
（

。
ア
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
を
共
有
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
板

垣
は
一
九
五
八
年
に
イ
サ
カ
で
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
研
究
者
と
交
流
を
深
め
、
六

〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
ケ
ー
ヒ
ン
と
書
簡
の
や
り
と
り
を
続
け
て
い

る
。一

九
五
八
年
一
月
、
板
垣
は
ワ
シ
ン
ト
ン
と
シ
カ
ゴ
で
そ
れ
ぞ
れ
一
週
間
を
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過
ご
し
、
議
会
図
書
館
や
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
を
訪
問
し
、
シ
カ
ゴ

大
学
で
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ズ
と
面
会
し
た
。
議
会
図
書
館
で
は
、
ア
メ
リ
カ

占
領
当
局
が
満
鉄
の
東
亜
経
済
調
査
局
や
東
亜
研
究
所
か
ら
接
収
し
た
文
献
を

発
見
し
て
い
る）

71
（

。
そ
の
後
、
板
垣
は
西
海
岸
へ
移
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
な
ど
を
訪
問
し
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
ト
ラ
ベ
ル
グ
ラ

ン
ト
に
よ
る
在
外
研
修
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
日
本
へ
向
け
て
出
発
す
る
二
週

間
前
、
板
垣
は
バ
ー
ク
レ
ー
か
ら
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
宛
に

手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
一
年
を
振
り
返
る
手
紙
で
、
板
垣
は
「
ア
メ
リ
カ

で
も
っ
と
多
く
の
仕
事
が
出
来
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
英

語
で
複
数
の
論
文
を
書
く
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
」
と
告
白
し
て
い
る
。
一
九
五
八
年
七
月
、
板
垣
は
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
の
M 

I 

T
に
い
た
際
に
、
ブ
ー
ケ
の
二
重
経
済
論
に
関
す
る
原
稿
を

作
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
の
議
論
が
も
と
と
な
っ
て
お
り
、

M 

I 

T
や
シ
カ
ゴ
大
学
で
ヘ
ー
ゲ
ン
や
ロ
ス
ト
ウ
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
受
け
、

一
九
六
〇
年
に
発
表
さ
れ
て
い
る）

72
（

。

四　

戦
後
日
本
に
お
け
る
近
代
化
論
の
導
入

近
代
化
論
と
日
本

板
垣
は
近
代
化
論
の
日
本
へ
の
導
入
に
関
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人

物
の
一
人
で
あ
っ
た
。
日
本
で
近
代
化
論
が
本
格
的
に
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
の
日
米
安
保
条
約
改
定
後
の
こ
と
で
あ
る
。
板
垣

や
木
村
健
康
を
は
じ
め
、
議
会
制
民
主
主
義
に
基
づ
く
福
祉
国
家
の
構
築
を
議

論
し
て
い
た
反
共
社
民
主
義
者
た
ち
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
ロ
ス
ト
ウ
ら

の
議
論
を
学
び
は
じ
め
て
い
る
。
日
本
で
は
、
近
代
化
論
は
ア
メ
リ
カ
民
主
党

政
権
に
よ
る
ア
ジ
ア
・
日
本
政
策
と
同
一
視
さ
れ
「
ケ
ネ
デ
ィ
・
ラ
イ
シ
ャ

ワ
ー
路
線
」
と
い
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
名
前
が
示
す
よ
う
に
、
近
代
化
論
は
、

経
済
発
展
を
軸
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
政
策
と
同
時
に
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
ら
ア
メ

リ
カ
の
日
本
研
究
者
に
よ
る
近
代
日
本
の
解
釈
と
結
び
つ
い
て
日
本
に
も
た
ら

さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
家
や
政
策
立
案
者
に
と
っ
て
、
日
本
は
単
な
る

「
事
例
」
以
上
の
存
在
で
あ
り
、「
近
代
化
」
と
い
う
用
語
が
歴
史
的
変
化
の
分

析
に
お
い
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
国
で
あ
っ
た
。
文
化
の
違
い
は
そ
れ

ほ
ど
重
要
で
は
な
く
、
最
終
的
に
ア
メ
リ
カ
化
し
た
社
会
に
「
収
斂
」
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た）

73
（

。

ア
メ
リ
カ
の
日
本
研
究
者
に
と
っ
て
、
近
代
日
本
は
非
西
洋
圏
で
近
代
化
を

遂
げ
た
「
優
等
生
」
で
あ
っ
た
。
ロ
ス
ト
ウ
が
英
国
で
自
身
の
経
済
発
展
理
論

を
展
開
す
る
講
義
を
行
っ
た
一
九
五
八
年
、
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ル
（John H

all

）

は
フ
ォ
ー
ド
財
団
の
支
援
を
受
け
て
近
代
日
本
に
関
す
る
会
議
を
開
い
て
い

る
。
ミ
シ
ガ
ン
大
学
で
行
わ
れ
た
そ
の
会
議
で
は
、
マ
リ
ウ
ス
・
ジ
ャ
ン
セ
ン

（M
arius Jansen

）、
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ー
ア
（Ronald D

ore

）
ら
が
招
か
れ
、
後

に
出
版
物
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
企
画
に
お
い
て
、
ホ
ー
ル
は
日
本
の
近
代

化
を
「
近
年
に
お
け
る
国
家
発
展
の
最
も
素
晴
ら
し
い
物
語
の
一
つ
」
と
賞
賛

し
た）

74
（

。
同
じ
時
期
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
近
代
化
論
や
ウ
ェ
ー
バ
ー
を
用
い
て
徳
川
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時
代
の
文
化
を
社
会
学
的
に
分
析
し
たTokugaw

a Religion

が
、
ロ
バ
ー
ト
・

ベ
ラ
ー
（Robert Bellah

）
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
る）

75
（

。
日
本
の
近
代
化
に

対
す
る
肯
定
的
な
見
解
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
日

本
に
浸
透
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
集
ま
り
の
他
に
、
い
わ
ゆ
る
「
箱
根
会
議
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
一
九
六
〇
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

ホ
ー
ル
、
ジ
ャ
ン
セ
ン
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
、
ロ
ソ
フ
ス
キ
ー
、
ド
ー
ア
な
ど
英

米
豪
の
研
究
者
と
と
も
に
、
丸
山
真
男
、
大
来
佐
武
郎
、
猪
木
正
道
、
高
坂
正

顕
ら
が
出
席
し
、
日
本
の
論
壇
の
注
目
を
集
め
て
い
る）

76
（

。

一
九
六
一
年
に
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
が
駐
日
大
使
に

任
命
さ
れ
る
と
、
近
代
日
本
に
関
す
る
新
し
い
見
方
が
よ
り
一
層
押
し
進
め
ら

れ
、「
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
攻
勢
」
と
い
う
批
判
を
巻
き
起
こ
す
こ
と
と
な
る
。
ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
は
就
任
直
後
に
『
中
央
公
論
』
で
中
山
伊
知
郎
と
対
談
を
行
っ
て

い
る
。「
日
本
近
代
化
の
歴
史
的
評
価
」
と
題
し
た
対
談
で
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー

は
、
過
去
九
〇
年
の
日
本
の
歴
史
は
、「
西
欧
の
近
代
化
の
範
型
を
用
い
て
近

代
化
の
過
程
を
早
め
、し
か
も
大
成
功
を
収
め
た
唯
一
の
例
が
そ
の
中
に
あ
る
」

が
ゆ
え
に
世
界
史
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
、
ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、
日
本
の
戦
時
期
を
否
定
的
に
と
ら
え
つ
つ
も
、
他
の
途
上
国

の
模
範
と
な
る
と
近
代
日
本
の
あ
ゆ
み
を
礼
賛
し
た
。
中
山
は
、
日
本
の
工
業

化
と
同
様
の
も
の
が
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
否
定
的

で
あ
っ
た
が
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
単
線
的
な
モ
デ
ル
を
念
頭
に
、
日
本
の
成
功

と
中
国
の
「
大
き
な
失
敗
」
を
教
訓
に
東
南
ア
ジ
ア
で
も
急
速
な
経
済
発
展
が

可
能
だ
と
主
張
し
て
い
る）

77
（

。

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
日
本
近
代
史
解
釈
は
、
日
本
の
歴

史
家
や
経
済
学
者
に
よ
っ
て
も
受
容
さ
れ
、
日
本
の
出
版
社
に
よ
っ
て
広
め
ら

れ
た
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
『
中
央
公
論
』
の
対
談
が
契
機
と
な
っ
て
新
書
の
執

筆
を
依
頼
さ
れ
て
い
る）

78
（

。
日
本
の
研
究
者
も
ア
メ
リ
カ
の
議
論
を
翻
訳
す
る
な

ど
し
た
。
ま
た
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
資
金
援
助
を
受
け
、
大
川
一
司
が

ロ
ソ
フ
ス
キ
ー
ら
と
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
で
行
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日

本
の
経
済
成
長
を
統
計
的
に
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
大
川
は
自
身
の
研
究
が
途
上
国
の
経
済
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
だ
と
考
え

て
い
た
。
日
本
の
成
功
が
ア
ジ
ア
経
済
の
発
展
の
手
本
と
な
る
と
と
ら
え
て
い

た
の
で
あ
る
。

近
代
化
論
と
板
垣

板
垣
は
必
ず
し
も
全
面
的
に
近
代
化
論
を
支
持
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

大
川
や
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
意
見
と
異
な
り
、
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
が
同
じ
単
線

的
な
経
済
発
展
モ
デ
ル
の
上
に
位
置
す
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
板
垣
に
と
っ

て
、
ア
ジ
ア
経
済
の
本
質
的
な
特
徴
は
「
植
民
地
的
後
進
性
」
に
あ
り
、
ア
ジ

ア
の
経
済
発
展
に
は
ま
ず「
植
民
地
体
制
」か
ら
政
治
経
済
的
に
独
立
し
た「
国

民
的
体
制
」
へ
の
移
行
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た）

79
（

。
ロ
ス
ト
ウ
は
植
民
地

主
義
や
そ
の
遺
産
、
そ
し
て
そ
れ
へ
の
ア
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
応
答
と

い
っ
た
も
の
を
軽
視
し
て
い
た
が
、
板
垣
は
ケ
ー
ヒ
ン
と
同
じ
く
、
一
九
五
〇
・
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六
〇
年
代
に
も
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
着
目
し
て
い
た
。
一

方
で
、
日
本
が
「
ア
ジ
ア
の
一
員
」
と
考
え
る
板
垣
は
、
近
代
化
論
者
と
同
じ

よ
う
に
反
共
的
な
視
点
か
ら
ア
ジ
ア
へ
の
経
済
援
助
を
提
唱
し
て
い
る）

80
（

。
し
か

し
、
板
垣
は
、「
植
民
地
体
制
」
も
「
複
合
経
済
」
も
存
在
し
な
い
日
本
の
経

済
を
、
東
南
ア
ジ
ア
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
だ
と
し
て
い
た
。

ア
ジ
ア
経
済
社
会
の
二
重
性
に
注
目
す
る
立
場
か
ら
、
板
垣
は
ロ
ス
ト
ウ
の

議
論
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
一
九
六
〇
年
代
初
頭
、
M 

I 

T
の
教
員
だ
っ

た
ロ
ス
ト
ウ
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
（
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
）
に

安
全
保
障
担
当
の
高
官
と
し
て
入
り
、
他
の
「
ベ
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
ブ
ラ
イ
テ

ス
ト
」
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
介
入
を
推
進
し
た
中
心
人
物
の
一
人

と
な
る）

81
（

。
ロ
ス
ト
ウ
は
板
垣
が
一
九
五
八
年
夏
に
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
た
際
に
意

見
交
換
を
し
て
い
る
。
そ
の
直
後
、
ロ
ス
ト
ウ
は
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
へ

行
き
、
そ
こ
で
経
済
成
長
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
た
。
そ
の
要
旨
は
英
国
の
経

済
誌
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
に
掲
載
さ
れ
、
ロ
ス
ト
ウ
は
自
身
の
名
を
広
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
講
義
全
体
は
一
九
六
〇
年
に
彼
の
代
表
作The Stages of 

Econom
ic G

row
th: A N

on-C
om

m
unist M

anifest

と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

板
垣
は
ロ
ス
ト
ウ
本
人
か
ら
手
に
入
れ
た
そ
の
講
義
原
稿
を
、
一
九
五
九
年
末

に
『
東
洋
経
済
』
で
日
本
の
読
者
に
紹
介
し
て
い
る
。

ロ
ス
ト
ウ
と
の
個
人
的
面
識
を
活
か
し
、
板
垣
は
初
期
の
段
階
で
ロ
ス
ト
ウ

の
議
論
を
日
本
に
紹
介
し
て
い
る
。
シ
ル
ズ
が
言
及
し
た
よ
う
に
、
板
垣
は
社

会
思
想
研
究
会
や
日
本
フ
ェ
ビ
ア
ン
研
究
所
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
。
実

際
に
ロ
ス
ト
ウ
の
代
表
作
を
『
経
済
成
長
の
諸
段
階
』（
一
九
六
五
年
）
と
し
て

翻
訳
し
た
の
は
社
会
思
想
研
究
会
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
木
村
健
康
と
フ
ェ
ビ

ア
ン
研
究
所
の
久
保
ま
ち
子
ら
で
あ
っ
た）

82
（

。
木
村
は
、
文
化
自
由
会
議
や
そ
の

日
本
支
部
と
も
い
う
べ
き
日
本
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
心
に
も
お
り
、
一
九
六

〇
年
代
に
は
翻
訳
だ
け
で
な
く
、
ロ
ス
ト
ウ
を
日
本
に
招
待
し
て
い
る
。
社
会

思
想
研
究
会
に
所
属
し
、
外
務
省
か
ら
社
会
党
を
経
て
民
社
党
議
員
（
初
代
書

記
長
）
に
転
身
し
た
曽
祢
益
も
ロ
ス
ト
ウ
の
著
作
の
い
く
つ
か
を
翻
訳
し
た
。

木
村
や
蝋
山
政
道
と
い
っ
た
板
垣
と
親
し
か
っ
た
反
共
リ
ベ
ラ
ル
な
い
し
反
共

社
民
主
義
者
（
民
主
社
会
主
義
者
あ
る
い
は
社
会
党
右
派
支
持
者
）
が
、
ロ
ス
ト

ウ
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
化
論
の
担
い
手
で
あ
っ
た
の
で
あ
る）

83
（

。
一
方
、
ラ
イ

シ
ャ
ワ
ー
は
、
駐
日
大
使
と
し
て
東
京
に
赴
任
後
、
自
身
の
近
代
日
本
に
対
す

る
評
価
を
日
本
に
広
げ
、
ロ
ス
ト
ウ
の
議
論
と
並
ん
で
一
九
六
〇
年
代
に
日
本

の
左
派
勢
力
の
批
判
を
巻
き
起
こ
し
た
。
批
判
派
の
代
表
で
あ
っ
た
金
原
左
門

は
、
ロ
ス
ト
ウ
の
理
論
や
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
歴
史
観
を
政
策
立
案
の
た
め
の
便

利
な
道
具
と
し
て
受
け
入
れ
た
日
本
の
知
識
人
を
批
判
し
た
際
、
板
垣
を
そ
の

代
表
者
の
一
人
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る）

84
（

。

し
か
し
、
板
垣
は
後
進
国
な
い
し
途
上
国
の
二
重
性
や
従
属
性
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
お
り
、
ロ
ス
ト
ウ
の
議
論
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
た
わ
け
で
は
な

い
。
近
代
化
論
は
、
経
済
発
展
に
関
す
る
一
般
的
か
つ
本
質
的
な
形
式
の
存
在

を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
技
術
、
軍
事
、
官
僚
制
、
政
治
・
社
会
構
造
の

進
歩
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
「
伝
統
」
か
ら
「
近
代
」
へ
の
諸
段
階
に
、
各
社
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会
が
分
類
で
き
る
と
し
た）

85
（

。
ロ
ス
ト
ウ
の
議
論
は
西
洋
の
近
代
化
が
モ
デ
ル
の

原
型
に
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
が
五
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
た
。
第
一
が
「
伝

統
社
会
」、
次
に
「
テ
イ
ク
オ
フ
へ
の
準
備
段
階
」、
そ
し
て
「
テ
イ
ク
オ
フ
・

離
陸
段
階
」
と
な
っ
て
、
第
四
段
階
の
「
成
熟
へ
の
前
段
」、
最
後
が
ア
メ
リ

カ
の
現
代
社
会
の
一
般
化
し
た
「
大
量
消
費
の
時
代
」
で
あ
る
。
ロ
ス
ト
ウ
は

あ
ら
ゆ
る
伝
統
社
会
が
ア
メ
リ
カ
の
生
活
様
式
に
到
達
す
る
と
考
え
、
そ
の
た

め
に
途
上
国
へ
の
経
済
援
助
を
正
当
化
し
た
。
板
垣
は
、
植
民
地
主
義
は
事
実

上
消
滅
し
た
と
考
え
た
ロ
ス
ト
ウ
に
対
し
、
彼
の
「
伝
統
社
会
」
の
分
析
が
不

十
分
だ
と
指
摘
し
た
。
ロ
ス
ト
ウ
は
、「
伝
統
社
会
」
を
生
産
性
に
上
限
の
あ

る
「
前
ニ
ュ
ー
ト
ン
的
な
世
界
」
と
画
一
的
に
定
義
し
て
い
る）

86
（

。
一
方
、
板
垣

は
そ
う
考
え
ず
、
二
つ
の
分
類
が
伝
統
社
会
に
あ
る
と
主
張
し
た
。
植
民
化
さ

れ
な
か
っ
た
西
洋
社
会
の
そ
れ
と
、
植
民
地
と
な
っ
た
社
会
の
そ
れ
で
あ
る
。

植
民
地
当
局
の
支
配
に
あ
っ
た
伝
統
社
会
の
停
滞
は
、
西
欧
の
よ
う
な
均
質
な

社
会
で
は
な
く
、「
不
平
等
化
要
因
」
を
は
ら
む
ア
ジ
ア
社
会
の
よ
う
な
、
む

し
ろ
複
合
的
な
要
因
が
併
存
す
る
社
会
で
あ
る
、
と
板
垣
は
議
論
し
た
の
で
あ

る
。板

垣
は
、
ロ
ス
ト
ウ
の
述
べ
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
い
っ
た
「
離
陸
の

た
め
の
前
提
条
件
」
だ
け
で
な
く
、
植
民
化
さ
れ
た
社
会
に
お
い
て
は
「
不
平

等
化
要
因
」
の
除
去
が
必
要
だ
と
主
張
し
て
い
た）

87
（

。
ロ
ス
ト
ウ
に
と
っ
て
、
共

産
主
義
は
、
近
代
化
に
必
要
な
諸
要
素
が
う
ま
く
組
織
化
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

に
、
移
行
期
の
社
会
が
陥
る
一
種
の
病
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
経
済
決
定
論
に

よ
る
歴
史
的
必
然
で
は
な
く
、
政
治
的
選
択
の
過
ち
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ

る）
88
（

。
板
垣
に
と
っ
て
、
共
産
主
義
は
病
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
の
経
済
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
が
選
択
し
う
る
現
実
的
な
道
筋
で
あ
っ
た
。
植
民
地
主
義
は
社
会
経
済

体
制
の
移
行
と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、「
植
民
地
的
体
制
」
か
ら
「
国
民
的

体
制
」
の
み
な
ら
ず
、
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
革
命
を
も
も
た
ら
し
か

ね
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る）

89
（

。
戦
時
期
は
植
民
政
策
の
専
門
家
で
あ
っ
た

板
垣
に
と
っ
て
、
脱
植
民
地
化
の
過
程
や
帝
国
秩
序
の
変
遷
は
大
き
な
関
心
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
以
降
、（
旧
）
植
民
地
社
会
の
経
済
発
展
が

板
垣
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
た
。

五　

日
米
反
共
リ
ベ
ラ
ル
と
論
壇

一
九
六
〇
年
代
の
論
壇
と
板
垣

エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ズ
が
期
待
し
た
よ
う
に
、
板
垣
は
反
共
リ
ベ
ラ
ル
の
一

人
と
し
て
、
近
代
化
論
を
紹
介
し
た
だ
け
で
な
く
、
論
壇
な
ど
で
の
活
動
を
含

む
日
本
の
文
化
政
治
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
後
、

板
垣
は
月
刊
誌
『
自
由
』
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。
一
九
五
五
年
、
林
健

太
郎
、
高
坂
正
顕
、
木
村
健
康
ら
は
文
化
自
由
会
議
の
日
本
支
部
と
し
て
日
本

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
立
し
、一
九
五
九
年
に
は
事
実
上
の
機
関
誌
と
し
て『
自

由
』
を
創
刊
し
た
。
同
誌
に
は
、
蝋
山
政
道
、
猪
木
正
道
、
関
嘉
彦
と
い
っ
た

民
主
社
会
主
義
の
論
客
や
石
橋
政
嗣
と
い
っ
た
社
会
党
政
治
家
の
ほ
か
、
ラ
イ

シ
ャ
ワ
ー
や
マ
ク
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ン
デ
ィ
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
か
ら
転
身
し
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て
ケ
ネ
デ
ィ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
で
安
全
保
障
担
当
特
別
補
佐
官
を
務
め
た
後
に

フ
ォ
ー
ド
財
団
理
事
長
）
ら
ア
メ
リ
カ
の
民
主
党
系
知
識
人
が
寄
稿
し
、
さ
ら

に
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る
経
済
学
者
ジ
ョ
ン
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
（
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
教
授
・
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
で
イ
ン
ド
大
使
）
や
レ
イ
モ
ン
・
ア
ロ
ン
の
論
説
の

翻
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
自
由
』
の
創
刊
か
ら
休
刊
（
二
〇
〇
九
年
）
ま
で
編
集
長
の
座
に
あ
っ
た
石

原
萠
記
に
よ
る
と
、
同
誌
の
全
盛
期
は
一
九
六
〇
年
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
フ
ォ
ー
ド
財
団
か
ら
支
援
を
受
け
て
い
た
時
期
と

重
な
る）

90
（

。
フ
ォ
ー
ド
財
団
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
担
当
の
政
府
高
官
で
あ
っ

た
ポ
ー
ル
・
ホ
ッ
フ
マ
ン
（Paul H

offm
an

）
を
理
事
長
に
迎
え
、
一
九
五
〇

年
代
に
日
本
、
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
を
重
点
地
域
と
し
て
ア
ジ
ア
の
共
産
主
義
の

動
向
に
注
視
し
て
い
た
。
日
本
で
の
助
成
金
支
給
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
日

本
の
共
産
主
義
に
詳
し
い
ポ
ー
ル
・
ラ
ン
ガ
ー
（Paul Langer

）
が
調
査
を
行
っ

て
い
る）

91
（

。
社
会
主
義
を
標
榜
し
て
発
足
し
た
社
会
思
想
研
究
会
は
、
敗
戦
直
後

か
ら
一
九
五
〇
年
代
に
か
け
て『
中
央
公
論
』に
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
る
が
、

同
研
究
会
メ
ン
バ
ー
が
参
画
し
て
発
刊
さ
れ
た
『
自
由
』
は
『
中
央
公
論
』
と

並
ん
で
反
共
社
民
リ
ベ
ラ
ル
の
総
合
雑
誌
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
九
五

四
年
、
社
会
党
右
派
の
活
動
家
で
あ
っ
た
石
原
は
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
パ
ッ
シ
ン

（H
erbert Passin

）
か
ら
文
化
自
由
会
議
の
日
本
支
部
設
立
準
備
へ
の
協
力
を

乞
わ
れ
て
い
る
。
パ
ッ
シ
ン
は
、
G 

H 

Q
（
S 

C 

A 

P
）
に
勤
務
し
た
経
験
を

持
ち
、
後
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
社
会
学
教
授
に
な
る
が
、
当
時
は
C 

I 

A
の

支
援
を
受
け
た
雑
誌Encounter

と
文
化
自
由
会
議
の
極
東
特
派
員
で
あ
っ
た
。

石
原
が
一
九
五
九
年
に
日
本
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
雑
誌
を
創
刊
し
た
際
、
そ
の

中
心
メ
ン
バ
ー
は
、
河
合
栄
治
郎
門
下
（
木
村
、
関
、
猪
木
ら
社
会
思
想
研
究
会

関
係
者
）、
京
都
学
派
（
高
坂
）、
そ
し
て
共
産
党
か
ら
の
転
向
者
（
林
、
平
林
た

い
子
）
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
訂
を
支
持
し
、
大
衆
を
啓
蒙
す
る

と
い
う
の
が
同
誌
の
趣
旨
で
あ
っ
た）

92
（

。

東
京
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
も
日
本
の
反
共
リ
ベ
ラ
ル
の
活
動
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
。
社
会
党
の
右
派
が
分
裂
し
て
一
九
六
〇
年
二
月
に
民
主
社
会
党
が
誕

生
し
た
時
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
は
、
ア
メ
リ
カ
文
化
情
報
局
か
ら
東
京
に
出
向

し
て
い
た
レ
オ
ン
・
ピ
ー
コ
ン
を
通
じ
て
、
新
党
結
成
の
新
聞
報
道
が
出
さ
れ

る
前
に
い
ち
早
く
民
社
党
の
綱
領
を
入
手
し
て
い
る
。
近
所
づ
き
あ
い
か
ら
関

嘉
彦
と
親
し
く
な
っ
た
ピ
ー
コ
ン
は
、
関
が
民
社
党
の
基
本
理
念
を
作
成
し
た

際
に
、
偶
然
に
も
綱
領
の
英
語
版
準
備
を
手
伝
う
こ
と
に
な
る
。
ピ
ー
コ
ン
は

民
社
党
結
成
の
動
き
を
、
彼
の
上
司
（
で
あ
り
陸
軍
時
代
の
日
本
語
の
先
生
）
で

あ
っ
た
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
に
非
公
式
に
報
告
し
た
。
ピ
ー
コ
ン
は
、
ラ
イ
シ
ャ

ワ
ー
に
つ
い
て
「
極
左
に
特
に
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
左
派
に
近
い
人
に

興
味
が
あ
っ
た
」
と
証
言
し
て
い
る）

93
（

。

板
垣
は
日
本
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
関
与
し
て
い
る
。
一
九
六
四
年
、
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
読
売
新
聞
・
日
本
テ
レ
ビ
と
共
催
で
「
世
界
平
和
推
進
会
議
」

を
開
き
、
文
化
自
由
会
議
の
創
設
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
哲
学
者
の
シ
ド
ニ
ー
・

フ
ッ
ク
や
リ
ア
リ
ス
ト
国
際
政
治
学
の
始
祖
ハ
ン
ス
・
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
ら
を
招
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待
し
た
。
板
垣
は
そ
の
会
議
で
南
北
問
題
に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
議
長
と
な
り
、

猪
木
や
大
来
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
知
識
人
ら
と
議
論
を
行
っ
て
、
そ
の
様
子
を

『
自
由
』
に
寄
稿
し
て
い
る）

94
（

。
板
垣
は
、
日
本
の
反
共
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
の

中
で
、
東
南
ア
ジ
ア
の
政
策
関
係
者
や
知
識
人
と
の
窓
口
で
も
あ
っ
た
。

板
垣
は
、
ア
メ
リ
カ
滞
在
で
築
い
た
ア
ジ
ア
研
究
者
と
の
国
際
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
そ
の
後
も
維
持
し
、
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
研
究
の
国
際
化
に
も
貢
献

し
て
い
る
。
一
九
六
一
年
一
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
第
一
回
の
東
南
ア
ジ
ア
歴

史
家
会
議
が
開
催
さ
れ
た
際
、
板
垣
は
猪
木
正
道
ら
と
出
席
し
、
マ
ラ
ヤ
に
お

け
る
日
本
の
占
領
政
策
に
つ
い
て
、
自
身
の
経
験
と
観
察
に
基
づ
い
た
報
告
を

行
っ
た）

95
（

。
こ
の
会
議
は
、
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
の
発
展
に
重
要
な
意
味
を
持
つ

集
ま
り
で
、
現
在
も
続
く
国
際
ア
ジ
ア
歴
史
家
会
議
（
I 
A 
H 

A
）
の
母
体
の

一
つ
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た）

96
（

。
板
垣
は
日
本
人
参
加
者
の
中
で
唯
一
の
報
告
者

で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ジ
ア
研
究
の
台
頭
に
驚
き
つ
つ
も
、
ケ
ー
ヒ

ン
ら
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
と
旧
交
を
温
め
て
い
る）

97
（

。
こ
の
会
議
は
、
ロ
シ
ア
政

治
の
研
究
者
で
あ
っ
た
猪
木
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
研
究
者
と
知
り
合
う
機

会
を
与
え
た
。
後
に
猪
木
は
フ
ォ
ー
ド
財
団
や
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
研
究
者
の
支

援
を
受
け
て
一
九
六
三
年
に
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
を
京
都
大
学
に
設
立

す
る
こ
と
と
な
る）

98
（

。

一
九
六
〇
年
代
末
に
な
る
と
、
反
共
社
民
勢
力
の
議
会
で
の
伸
び
悩
み
と
あ

い
ま
っ
て
、
日
本
の
反
共
リ
ベ
ラ
ル
の
活
動
が
行
き
詰
ま
り
を
み
せ
る
よ
う
に

な
る
。
一
九
六
九
年
、
石
原
萠
記
は
福
田
恒
存
や
竹
山
道
雄
ら
と
一
九
七
〇
年

の
安
保
改
定
を
支
持
す
べ
く
「
日
本
文
化
会
議
」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
石
原

の
回
想
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
が
同
会
議
へ
の
支
援
に
関
心
を
示
し
た
も

の
の
、
三
島
由
紀
夫
が
外
国
か
ら
の
資
金
受
け
入
れ
に
反
対
し
た
た
め
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
援
助
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
、
東
京
電
力
な

ど
大
企
業
が
支
援
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
大
企
業
と
文
化
人
、
あ
る
い
は
文
化

人
内
部
の
意
思
疎
通
が
う
ま
く
い
か
ず
、
政
治
文
化
団
体
と
し
て
機
能
し
な
い

ま
ま
単
な
る
「
サ
ロ
ン
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
文
藝
春
秋
が
同
会
議

の
中
心
人
物
に
声
を
か
け
て
月
刊
誌
『
諸
君
』
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
活
動
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
日

本
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
文
化
会
議
や
『
自
由
』
に
集
っ
た
知
識
人
は
政
治
的
に

四
分
五
裂
し
て
し
ま
う
。
林
健
太
郎
ら
は
自
由
民
主
党
に
近
づ
き
、
関
嘉
彦
ら

は
民
社
党
に
加
わ
り
、
あ
る
い
は
東
欧
経
済
の
専
門
家
・
高
橋
正
雄
は
社
会
党

の
支
持
者
と
な
っ
た）

99
（

。
一
九
七
二
年
以
降
、『
自
由
』
の
編
集
長
だ
っ
た
石
原

は
以
前
の
執
筆
者
に
依
頼
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
若
手
の
発
掘
に
専
心
す
る

よ
う
に
な
っ
た）

100
（

。
実
際
、
板
垣
は
、
日
本
文
化
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
も
、『
諸

君
』
に
執
筆
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
に
『
自
由
』
に
登
場

し
て
い
な
い
。

戦
後
日
本
は
、「
自
由
世
界
」
の
一
員
と
し
て
ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
同
盟
を

基
盤
に
反
共
的
立
場
を
と
り
、
自
由
民
主
党
の
政
権
の
も
と
で
経
済
発
展
を
享

受
し
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
民
主
党
、
特
に
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
に
近
く
、
イ
ギ
リ
ス

労
働
党
や
西
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
関
係
者
を
支
援
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
リ
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学
に
お
い
て
板
垣
は
異
端
で
あ
り
、
同
財
団
に
と
っ
て
支
援
し
う
る
研
究
者
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ズ
ら
ア
メ
リ
カ
で
近
代
化
論
を

推
進
す
る
リ
ベ
ラ
ル
社
会
科
学
者
が
、
日
本
の
知
識
人
界
に
お
け
る
板
垣
の
反

共
リ
ベ
ラ
ル
と
し
て
の
重
要
性
を
強
調
し
、
強
力
に
推
薦
し
た
。
し
か
し
、
訪

米
中
に
板
垣
が
共
鳴
し
た
の
は
近
代
化
論
者
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
で
勃
興
し

つ
つ
あ
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
研
究
に
関
わ
る
人
々
で
あ
っ
た
。
戦
時
期
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
経
験
か
ら
ア
ジ
ア
の
民
族
主
義
の
強
さ
を
体
感
し
て
い
た
板
垣

は
、
同
じ
く
東
南
ア
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
注
目
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト

ナ
ム
介
入
に
批
判
的
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ー
ヒ
ン
ら
と
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
と
な
る
。

一
方
、
板
垣
は
ロ
ス
ト
ウ
ら
近
代
化
論
の
日
本
へ
の
主
要
な
紹
介
者
の
一
人

で
も
あ
っ
た
。
ロ
ス
ト
ウ
ら
と
同
じ
く
反
共
的
立
場
か
ら
ア
ジ
ア
へ
の
経
済
援

助
を
支
持
し
つ
つ
も
、
近
代
化
論
に
は
全
面
的
に
賛
同
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。「
二
重
経
済
論
」
の
視
点
か
ら
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
植
民
地
主
義
の
遺
産

と
反
植
民
地
主
義
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
に
注
意
し
た
板
垣
は
、
ロ
ス
ト

ウ
や
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
、
あ
る
い
は
同
僚
の
大
川
一
司
が
唱
え
た
よ
う
な
日
本
と

東
南
ア
ジ
ア
を
単
線
的
な
モ
デ
ル
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。

ア
ジ
ア
開
発
と
反
共
政
策
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
の
反
共
リ
ベ
ラ
ル
の
日
本
へ
の

介
入
に
対
し
、
板
垣
は
戦
時
期
の
日
本
占
領
地
で
得
た
知
見
を
持
っ
て
対
応
し

た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
民
間
財
団
は
、
知
識
人
の
政
治
文
化
活
動
や
論
壇
・
総
合
誌
な

ベ
ラ
ル
や
民
間
財
団
は
、
日
本
で
も
反
共
・
反
ソ
ビ
エ
ト
の
社
民
リ
ベ
ラ
ル
を

支
援
し
た
。
そ
う
い
っ
た
動
き
が
保
守
政
党
に
対
抗
し
て
政
権
を
担
い
う
る
反

共
社
民
の
政
治
勢
力
結
成
に
つ
な
が
る
と
い
う
期
待
か
ら
、
板
垣
ら
民
主
社
会

主
義
者
・
反
共
リ
ベ
ラ
ル
に
資
金
協
力
を
行
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、『
自
由
』
や
日
本
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
集
ま
っ
た
日
本
の
反
共
社
民
主
義

者
は
、
論
壇
や
文
化
政
治
の
場
で
一
定
の
影
響
力
を
持
ち
つ
つ
も
、
恒
常
的
か

つ
組
織
化
し
た
運
動
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
議
会
政
治

に
お
い
て
も
、
一
九
四
八
年
以
降
、
社
会
党
や
民
社
党
が
政
権
を
担
う
こ
と
は

な
く
、
一
九
五
五
年
以
降
は
自
由
民
主
党
が
社
会
民
主
的
色
彩
の
政
策
を
取
り

入
れ
つ
つ
近
年
ま
で
一
貫
し
て
政
権
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
を
は
じ
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
民
間
財
団
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
直
後
の
日
本
を
重
要
な
地
域
と
考
え
、
ア
メ
リ
カ
政
府
と
連
携
し

て
日
本
に
進
出
し
た
。
そ
の
主
な
目
的
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
産
主
義
の
拡

大
阻
止
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
戦
間
期
に
構
築
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
知
米
派
と

日
本
の
親
米
リ
ベ
ラ
ル
が
動
員
さ
れ
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
と
っ
て
、

知
識
人
や
大
学
は
日
本
へ
の
介
入
の
鍵
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
社
会
科
学
の

中
で
重
点
分
野
と
な
っ
た
経
済
学
に
お
い
て
は
、
数
量
化
と
政
財
官
学
の
連
携

が
推
進
さ
れ
た
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
が
振
興
し
よ
う
と
し
た
近
代
経
済
学
の
強
い
一
橋
大
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ど
も
支
援
・
介
入
し
た
。
本
稿
で
み
た
よ
う
に
、
国
際
的
な
反
共
文
化
団
体
で

あ
る
「
文
化
自
由
会
議
」
を
軸
に
し
て
、
日
米
の
反
共
リ
ベ
ラ
ル
・
社
民
主
義

者
は
ア
メ
リ
カ
の
資
本
を
背
景
に
国
境
を
越
え
た
交
流
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
反
共
社
民
を
援
助
し
た
ア
メ
リ
カ
の
反
共
リ
ベ
ラ
ル

知
識
人
や
民
間
財
団
が
期
待
に
反
し
、
政
権
担
当
政
党
を
含
む
確
固
た
る
反
共

リ
ベ
ラ
ル
勢
力
は
日
本
に
で
き
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
戦
後
の
日
本
は
西
側
諸

国
の
一
員
と
し
て
親
米
・
反
共
の
立
場
を
確
立
・
維
持
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
に

よ
る
日
本
の
文
化
政
治
で
の
試
み
は
全
て
が
必
ず
し
も
成
功
し
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

日
米
に
お
け
る
反
共
リ
ベ
ラ
ル
（
民
主
社
会
主
義
・
反
共
社
民
）
の
交
流
は
、

必
ず
し
も
当
事
者
た
ち
に
と
っ
て
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。し
か
し
、

戦
後
日
米
関
係
に
お
い
て
、
複
数
の
水
脈
が
文
化
政
治
や
議
会
政
治
に
横
た

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
う
え
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
一

般
的
に
は
「
通
常
福
祉
国
家
論
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
、
国
内
政
治
の
運
動
や
体

制
に
か
か
わ
る
概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
」
社
会
民
主
主
義
を
国
際
関
係

的
な
視
点
か
ら
と
ら
え
か
え
す
う
え
で
、
一
つ
の
有
益
な
事
例
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る）

101
（

。
そ
の
よ
う
な
議
論
は
、
二
大
政
党
制
と
政
権
交
代
に
関
し
て
模
索
を

続
け
る
現
代
日
本
社
会
に
も
一
つ
の
示
唆
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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